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論
　
　
文

山
口
鷺
流
台
本
の
系
統
（
五
）
―
春
日
庄
作
自
筆
本
を
め
ぐ
っ
て
―稲

　
　
田
　
　
秀
　
　
雄

は
、
た
だ
一
人
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

鷺
伝
右
衛
門
派
で
は
、
享
保
保
教
本
に
「
十
万
斗
→
五
百
人
→
二
人
（
「
汝
ト
二

人
」
）
」
と
あ
る
。
常
磐
松
文
庫
本
に
は
「
名
乗
鼻
取
角
力
同
断
」
と
あ
る
の
で
、
同
本

「
鼻
取
相
撲
」
を
見
る
と
、
「
十
万
斗
り
→
五
百
→
二
人
（
「
そ
ち
と
も
に
二
人
り
」
）
」

と
あ
る
。

　

鷺
仁
右
衛
門
派
で
は
、
寛
政
有
江
本
に
「
名
ノ
リ
ヤ
ウ
粟
田
口
同
前
」
と
あ
る
が
、
「
粟

田
口
」
に
は
人
数
の
こ
と
を
記
さ
な
い
。
た
だ
し
、
同
本
「
鼻
取
相
撲
」
に
は
、
「
一
万

→
五
千
→
五
百
→
二
人
（
「
汝
共
に
ふ
た
り
」
）
」
と
あ
る
。
安
政
賢
通
本
に
は
「
一
万

→
五
千
→
五
百
→
二
人
（
「
汝
と
も
に
両
人
の
事
ぢ
や
」
）
」
と
あ
る
（
安
永
森
本
・
杭
全

本
・
賢
茂
五
番
綴
本
も
同
じ
）
。

　

大
蔵
流
で
は
、
虎
明
本
に
「
右
は
な
と
り
の
こ
と
く
」
と
あ
る
の
で
、
同
本
「
鼻
取
相

撲
」
を
見
る
と
、
「
二
三
千
→
百
→
二
人
（
「
な
ん
ぢ
と
も
に
ふ
た
り
や
い
」
）
」
と
な
っ

て
い
る
。
虎
寛
本
は
「
三
千
ば
か
り
→
五
百
ば
か
り
→
二
人
（
「
汝
共
に
ふ
た
り
の
事
じ

や
い
や
い
」
）
」
と
あ
る
（
山
本
東
本
も
同
じ
）
。
大
蔵
八
右
衛
門
派
の
伊
藤
源
之
丞
本

は
「
前
は
「
文
相
撲
」
抔
之
通
」
と
あ
る
の
で
、
同
本
「
文
相
撲
」
に
よ
る
と
、
「
三
千
人

→
三
百
人
→
弐
人
（
「
汝
共
に
弐
人
と
云
こ
と
じ
や
」
）
」
と
あ
る
。
同
派
の
虎
光
本
は

「
三
千
人
→
五
百
斗
リ
→
弐
人
（
「
汝
共
ニ
弐
人
の
事
ぢ
や
ヤ
イ
」
）
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

和
泉
流
で
は
、
天
理
本
は
「
は
な
取
ず
ま
ふ
（
の
）
心
也
」
と
あ
っ
て
、
人
数
に
関
す
る

せ
り
ふ
を
記
載
し
な
い
。
和
泉
家
古
本
は
「
秀
句
唐
笠
ノ
心
ナ
リ
」
と
あ
る
。
同
本
「
秀
句

傘
」
に
よ
る
と
、
「
八
千
斗
→
五
百
人
→
二
人
（
「
汝
共
に
二
人
し
や
」
）
」
と
あ
る
。
古

典
文
庫
本
は
「
八
千
人
→
五
百
人
→
二
人
（
「
そ
ち
共
に
ふ
た
り
と
い
ふ
事
ぢ
や
」
）
」
、

狂
言
集
成
本
「
八
千
人
→
二
百
人
→
二
人
（
「
汝
共
に
二
人
ぢ
や
」
）
」
と
あ
る
。

　

狂
言
記
外
五
十
番
は
、
人
数
の
こ
と
な
し
。
中
世
狂
言
の
姿
を
留
め
る
天
正
狂
言
本
に
は

「
八
千
斗
→
五
千
人
→
三
千
人
→
千
人
→
一
人
」
と
あ
る
。

（
承
前
）

　

前
号
に
引
き
続
き
、
春
日
庄
作
自
筆
本
所
収
曲
の
系
統
的
分
析
を
行
う
。

（（
、
「
業
平
餅
」

　

こ
こ
か
ら
、
『
〔
業
平
餅　

千
鳥（

１
（〕

』
所
収
曲
の
考
察
に
入
る
。
本
曲
は
、
『
第
四
巻
鷺

流
狂
言
手
附
本
』
に
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
分
に
つ
い
て
は
す
で
に
考
察
を
終
え
て
い

る（
２
（。

『
〔
業
平
餅　

千
鳥
〕
』
所
収
の
台
本
は
、
そ
れ
よ
り
も
や
や
簡
略
で
あ
る
。
し
か
も
、

茶
屋
の
娘
と
対
面
し
よ
う
と
い
う
せ
り
ふ
で
終
わ
っ
て
お
り
、
「
是
よ
り
口
伝
」
と
し
て
、

そ
れ
以
下
の
記
述
を
省
略
し
て
い
る
。

（（
、
「
千
鳥
」

　

本
曲
は
、
長
州
藩
時
代
の
鷺
流
台
本
と
目
さ
れ
る
江
山
本
に
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ

に
つ
い
て
は
考
察
を
終
え
て
い
る（

３
（。

江
山
本
で
は
別
演
出
と
し
て
、
本
文
の
後
に
記
さ
れ
て

い
た
「
酒
市
の
話
」
が
、
春
日
本
で
は
本
演
出
と
し
て
本
文
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
が
注

目
さ
れ
る
。
現
行
山
口
鷺
流
「
千
鳥
」
も
、
こ
の
春
日
本
の
演
出
を
継
承
し
て
い
る
。

（0
、
「
今
参
り
」

　

こ
こ
か
ら
は
、
『
第
壹
号
□
部　

狂
言
初
番　

大
名
事（

４
（』

所
収
曲
を
と
り
上
げ
る
。
ま
ず

は
「
今
参
り
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

【
大
名
が
抱
え
よ
う
と
す
る
人
数
】

　

本
曲
の
発
端
に
お
い
て
、
大
名
が
こ
れ
か
ら
召
し
抱
え
よ
う
と
す
る
人
数
に
つ
い
て
、
太

郎
冠
者
と
談
合
す
る
場
面
が
あ
る
。
春
日
本
で
は
、
そ
の
人
数
が
「
十
万
ば
か
り
→
五
百
→

弐
人
（
「
汝
シ
共
に
弐
人
」
）
」
と
変
わ
っ
て
い
く
。
最
後
の
「
弐
人
」
は
、
「
汝
」
つ
ま

り
太
郎
冠
者
と
と
も
に
二
人
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
結
局
新
参
者
（
今
参
）
と
し
て
雇
う
の
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春
日
本
は
、
鷺
伝
右
衛
門
派
の
享
保
保
教
本
及
び
常
磐
松
文
庫
本
に
一
致
す
る
。
鷺

仁
右
衛
門
派
は
「
一
万
」
か
ら
始
ま
る
の
で
、
伝
右
衛
門
派
と
は
異
な
る
。
大
蔵
流
は
、

「
二
三
千
」
ま
た
は
「
三
千
」
か
ら
始
ま
る
。
和
泉
流
は
、
お
お
む
ね
「
八
千
人
」
か
ら
始

ま
る
。
こ
れ
は
、
中
世
狂
言
の
面
影
を
残
す
天
正
狂
言
本
が
「
八
千
斗
」
か
ら
始
ま
る
の
と

一
致
す
る
が
、
同
本
は
さ
ら
に
細
か
く
漸
減
し
て
い
く
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
江
戸
初
期
以

降
の
台
本
に
は
な
い
特
色
で
あ
る
。

　

こ
の
部
分
に
つ
い
て
、
春
日
本
が
鷺
伝
右
衛
門
派
の
特
徴
を
も
つ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ

う
。

【
太
郎
冠
者
が
新
参
の
者
に
秀
句
を
教
え
る
か
】

　

春
日
本
で
は
、
太
郎
冠
者
は
新
参
者
（
今
参
）
に
対
し
て
、
身
に
付
い
た
「
芸
能
」
を
問

う
が
、
あ
ら
か
じ
め
「
破
れ
的
」
や
「
判
官
殿
の
思
ひ
人
」
と
い
う
秀
句
を
教
え
る
こ
と
は

な
い
。
そ
し
て
大
名
の
前
で
は
、
新
参
者
は
「
イ
ヤ
さ
い
せ
ん
ろ
し
で
申
落
し
ま
し
た　

中

ニ
も
秀
句
が
上
手
て
御
座
る
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

　

鷺
伝
右
衛
門
派
は
、
享
保
保
教
本
に
「
ア
ト
秀
句
ハ
御
存
カ
（
中
略
）
参
イ
ヤ
左
様
ノ
事

ハ
存
マ
セ
ヌ
」
と
い
う
や
り
と
り
が
あ
り
、
太
郎
冠
者
が
新
参
者
に
「
破
れ
的
」
「
判
官
殿

の
思
ひ
人
」
の
秀
句
、
「
烏
帽
子
の
な
り
に
つ
い
て
主
人
が
尋
ね
る
」
こ
と
も
教
え
る
。
常

磐
松
文
庫
本
も
同
様
で
あ
る
。

　

鷺
仁
右
衛
門
派
は
、
寛
政
有
江
本
に
「
其
方
ハ
秀
句
御
存
知
か
（
中
略
）
私
ハ
不
調
法
者

の
義
て
御
さ
れ
は
左
様
な
義
ハ
な
り
ま
せ
ぬ
」
と
い
う
や
り
と
り
が
あ
り
、
太
郎
冠
者
が
新

参
者
に
「
破
れ
的
」
「
判
官
殿
の
思
ひ
人
」
の
秀
句
を
教
え
る
。
安
永
森
本
・
杭
全
本
・
安

政
賢
通
本
・
賢
茂
五
番
綴
本
も
同
様
で
あ
る
。

　

大
蔵
流
で
も
、
虎
明
本
に
「
（
太
郎
冠
者
）
「
さ
て
か
た
〳
〵
は
し
う
く
を
御
ぞ
ん
じ
か
（
中

略
）
（
今
参
）
「
い
や
さ
や
う
の
事
は
ぞ
ん
ぜ
ぬ
」
と
い
う
や
り
と
り
が
あ
り
、
太
郎
冠
者
が

新
参
者
に
「
破
れ
的
」
「
判
官
殿
の
思
ひ
人
」
の
秀
句
を
教
え
る
。
虎
寛
本
・
山
本
東
本
も

そ
れ
に
同
じ
。
大
蔵
八
右
衛
門
派
の
伊
藤
源
之
丞
本
・
虎
光
本
も
虎
明
本
に
同
じ
。

　

和
泉
流
も
、
天
理
本
に
「
し
う
く
は
御
ぞ
ん
じ
か
」
（
中
略
）
ア
ト
「
そ
れ
は
う
け
た
ま

わ
り
お
よ
ふ
で
は
御
ざ
れ
共
、
申
た
事
は
な
ひ
」
と
い
う
や
り
と
り
が
あ
り
、
太
郎
冠
者
は

新
参
者
に
「
破
れ
的
」
「
判
官
殿
の
思
ひ
人
」
の
秀
句
を
教
え
る
。
和
泉
家
古
本
・
古
典
文

庫
本
、
狂
言
集
成
本
も
そ
れ
に
同
じ
。

　

狂
言
記
外
五
十
番
は
「
冠
者
「
も
し
秀
句
は
な
ら
ぬ
か
（
中
略
）
今
参
「
い
や
、
秀
句
は
成

ま
せ
ぬ
」
と
い
う
や
り
と
り
が
あ
り
、
太
郎
冠
者
が
新
参
者
に
「
破
れ
的
」
「
判
官
殿
の
思

ひ
人
」
の
秀
句
を
教
え
る
。
天
正
狂
言
本
に
は
、
「
今
参
に
し
う
く
を
お
し
へ
る
」
と
あ
り
、

や
は
り
新
参
者
は
秀
句
を
知
ら
ず
、
太
郎
冠
者
に
教
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
鷺
流
両
派
、
大
蔵
流
、
和
泉
流
と
も
に
す
べ
て
、
新
参
者
は
秀
句
に
つ
い
て
知
ら

ず
、
太
郎
冠
者
が
あ
ら
か
じ
め
彼
に
秀
句
を
教
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
狂
言
記
外
五
十

番
、
天
正
狂
言
本
も
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
春
日
本
に
は
そ
の
く
だ
り
が
な
い
の

で
、
新
参
者
が
当
初
か
ら
秀
句
が
上
手
な
者
で
あ
る
と
い
う
設
定
と
な
る
。
こ
う
し
た
設
定

は
鷺
流
両
派
は
も
と
よ
り
、
他
流
台
本
に
も
見
当
た
ら
な
い
。
春
日
本
独
自
の
部
分
と
い
え

よ
う
。
秀
句
を
得
意
と
す
る
新
参
者
が
出
る
「
秀
句
傘
」
な
ど
を
参
照
し
た
改
変
か
。

【
拍
子
に
掛
か
る
問
答
】

　

本
曲
の
終
曲
部
で
は
、
大
名
が
新
参
者
の
頭
に
着
け
た
烏
帽
子
か
ら
始
め
て
、
そ
の
身
体

の
各
部
位
に
つ
い
て
、
拍
子
に
掛
か
っ
て
（
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
）
問
い（

５
（、

新
参
者
は
そ
れ
ぞ

れ
秀
句
で
答
え
る
。
春
日
本
で
は
、
①
烏
帽
子
に
つ
い
て
問
う
た
後
、
②
額
、
③
眉
、
④
目
、

⑤
耳
、
⑥
鼻
、
⑦
口
、
⑧
胸
、
⑨
腰
、
⑩
臑
、
⑪
お
と
が
い
、
の
順
に
問
う
。

　

鷺
伝
右
衛
門
派
で
は
、
享
保
保
教
本
に
「
①
烏
帽
子
、
②
額
、
③
眉
、
④
目
、
⑤
耳
、
⑥

胸
、
⑦
鼻
、
⑧
腰
、
⑨
臑
、
⑩
口
、
⑪
お
と
が
い
」
と
あ
る
。
常
磐
松
文
庫
本
は
「
①
烏
帽

子
、
②
額
、
③
眉
、
④
目
、
⑤
鼻
、
⑥
口
、
⑦
耳
、
⑧
胸
、
⑨
腰
、
⑩
臑
、
⑪
お
と
が
い
」

で
あ
る
。

　

鷺
仁
右
衛
門
派
で
は
、
寛
政
有
江
本
に
「
①
烏
帽
子
、
②
額
、
③
眉
、
④
目
、
⑤
鼻
、
⑥

口
、
⑦
耳
、
⑧
胸
、
⑨
腰
、
⑩
臑
、
⑪
お
と
が
い
」
と
あ
る
。
安
永
森
本
は
「
①
烏
帽
子
、

②
額
、
③
眉
、
④
目
、
⑤
鼻
、
⑥
耳
、
⑦
口
、
⑧
胸
、
⑨
腰
、
⑩
臑
、
⑪
お
と
が
い
」（
杭

全
本
も
同
じ
）
、
安
政
賢
通
本
は
「
①
烏
帽
子
、
②
額
、
③
眉
、
④
目
、
⑤
耳
、
⑥
鼻
、
⑦

口
、
⑧
胸
、
⑨
腰
、
⑩
臑
、
⑪
お
と
が
い
」
、
賢
茂
五
番
綴
本
は
「
①
烏
帽
子
、
②
額
、
③

眉
、
④
目
、
⑤
鼻
、
⑥
口
、
⑦
耳
、
⑧
胸
、
⑨
腰
、
⑩
臑
、
⑪
お
と
が
い
」
で
あ
る
。

　

大
蔵
流
で
は
、
虎
明
本
「
①
烏
帽
子
、
②
額
、
③
眉
、
④
目
、
⑤
鼻
、
⑥
口
、
⑦
耳
、
⑧

胸
、
⑨
腰
、
⑩
臑
、
⑪
お
と
が
い
」
、
虎
寛
本
「
①
烏
帽
子
、
②
額
、
③
眉
、
④
目
、
⑤
耳
、

⑥
鼻
、
⑦
口
、
⑧
胸
、
⑨
腰
、
⑩
臑
、
⑪
お
と
が
い
」
、
伊
藤
源
之
丞
本
「
①
烏
帽
子
、
②

額
、
③
眉
、
④
目
、
⑤
鼻
、
⑥
口
、
⑦
耳
、
⑧
臑
、
⑨
お
と
が
い
」
と
あ
り
、
胸
・
腰
が
な

い
こ
と
を
除
け
ば
、
虎
明
本
と
一
致
。
虎
光
本
は
「
①
烏
帽
子
、
②
額
、
③
眉
、
④
目
、
⑤

鼻
、
⑥
耳
、
⑦
口
、
⑧
胸
、
⑨
腰
、
⑩
臑
、
⑪
お
と
が
い
」
と
あ
る
。

　

和
泉
流
で
は
、
天
理
本
「
①
烏
帽
子
、
②
額
、
③
目　

④
鼻　

⑤
眉　

⑥
耳　

⑦
口　

⑧

胸　

⑨
腰　

⑩
臑　

⑪
お
と
が
い
」
と
あ
り
、
和
泉
家
古
本
も
同
じ
。
古
典
文
庫
本
は
「
①
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烏
帽
子
、
②
額
、
③
眉
、
④
目
、
⑤
鼻
、
⑥
耳
、
⑦
口
、
⑧
胸
、
⑨
腰
、
⑩
臑
、
⑪
お
と
が

い
」
と
あ
り
、
狂
言
集
成
本
も
同
じ
。

　

狂
言
記
外
五
十
番
は
「
①
烏
帽
子
、
②
眉
、
③
腰
、
④
お
と
が
い
」
と
い
う
簡
略
な
か
た

ち
。
天
正
狂
言
本
は
「
①
烏
帽
子
、
②
額
、
③
目
、
④
頬
、
⑤
鼻
、
⑥
お
と
が
い
」
と
あ
る
。

　

春
日
本
と
比
較
す
る
と
、
享
保
保
教
本
は
、
⑥
～
⑩
の
順
が
異
な
る
。
常
磐
松
文
庫
本
は
、

⑤
～
⑦
の
順
が
異
な
る
。
天
理
本
は
③
～
⑥
の
順
が
異
な
る
。
狂
言
記
外
五
十
番
は
、
①

③
⑨
⑪
が
一
致
す
る
の
み
。
天
正
狂
言
本
は
、
①
②
④
⑥
⑪
が
一
致
す
る
の
み
。
ち
な
み
に
、

寛
政
有
江
本
は
賢
茂
五
番
綴
本
、
常
磐
松
文
庫
本
、
虎
明
本
と
同
じ
。
安
永
森
本
は
虎
光
本
、

古
典
文
庫
本
と
一
致
す
る
。

　

春
日
本
は
、
鷺
仁
右
衛
門
派
の
安
政
賢
通
本
と
一
致
す
る
。
ま
た
他
流
で
は
、
大
蔵
流
の

虎
寛
本
と
一
致
す
る
。
①
烏
帽
子
か
ら
、
⑪
お
と
が
い
ま
で
問
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
べ

て
の
台
本
に
共
通
す
る
が
、
順
序
は
右
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
。
そ
う

し
た
順
序
は
同
じ
流
儀
の
中
で
も
異
同
が
あ
る
の
で
、
も
と
も
と
流
動
性
が
高
く
、
そ
こ

に
流
儀
（
流
派
）
の
特
色
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
言
い
難
い
よ
う
で
あ
る
。

従
っ
て
春
日
本
は
、
鷺
伝
右
衛
門
派
諸
本
と
は
異
な
る
順
序
で
あ
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な

相
違
点
と
見
る
必
要
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

以
上
に
よ
り
、
春
日
本
は
、
大
名
が
抱
え
よ
う
と
す
る
人
数
に
関
し
て
は
、
鷺
伝
右
衛
門

派
の
特
色
を
有
し
て
い
る
が
、
新
参
者
に
太
郎
冠
者
が
秀
句
を
教
え
な
い
こ
と
は
、
鷺
流
を

含
め
た
他
の
台
本
に
は
見
え
な
い
独
自
の
設
定
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（1
、
「
参
宮
」

　

こ
れ
は
「
素
袍
落
」
の
縮
約
版
と
い
う
べ
き
特
異
な
台
本
で
あ
る
。
太
郎
冠
者
が
伯
父
の

家
で
酒
を
振
る
舞
わ
れ
、
素
袍
を
も
ら
う
と
い
う
場
面
が
そ
っ
く
り
省
略
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
曲
に
と
っ
て
は
重
要
な
場
面
で
あ
る
か
ら
、
書
き
落
と
し
に
よ
る
脱
落
と
は
考

え
難
く
、
意
図
的
な
省
略
と
認
め
ら
れ
る
。

　

冒
頭
に
主
人
が
太
郎
冠
者
を
呼
び
出
し
て
、
今
か
ら
伊
勢
参
宮
を
す
る
こ
と
、
伯
父
の

所
へ
そ
の
旨
伝
え
に
行
く
こ
と
を
命
じ
る
。
「
（
太
郎
冠
者
）
「
か
し
こ
ま
つ
て
御
座
る
（
主
人
）

「
ヱ
イ　
太
「
ア
ー
」
と
い
う
や
り
と
り
の
後
、

さ
て
も
〳
〵
よ
う
た
そ
を
な　

面
白
事
じ
や　

少
シ
道
々
謡
ふ
て
参
ふ　

ざ
ゝ
ん
サ

ア
ー　

浜
松
の
音　

ハ
ざ
ゝ
ん
サ
ア
ー

と
い
う
太
郎
冠
者
の
せ
り
ふ
に
な
る
。
こ
れ
は
、
伯
父
の
家
で
酒
を
振
る
舞
わ
れ
、
素
袍
を

も
ら
っ
た（

６
（太

郎
冠
者
が
、
よ
い
機
嫌
で
謡
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
、
主
人
の
許
へ
戻
る
場
面
の

せ
り
ふ
に
他
な
ら
な
い
。
そ
こ
へ
主
人
が
声
を
掛
け
、
酔
っ
た
太
郎
冠
者
と
主
人
と
の
ち
ぐ

は
ぐ
な
や
り
と
り
が
続
く
の
で
あ
る
。

　

鷺
流
両
派
は
も
と
よ
り
、
他
流
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
「
中
抜
き
」
と
も
い
え
る
特

異
な
台
本
は
、
管
見
の
限
り
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

石
川
弥
一
氏
は
、
こ
の
曲
に
つ
い
て
、
「
「
参
宮
」
と
い
う
の
は
「
素
襖

（
マ
マ
（落

」
の
事
で
山

口
藩
で
は
「
周
防
落
し
」
と
ひ
ゞ
く
事
を
忌
み
、
「
参
宮
」
と
称
し
て
い
る
の
で
あ
る（

７
（」

と

述
べ
て
い
る
。
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
が
、
石
川
氏
は
一
方
で
、
山
口
市
内
の
氷
上
山
興
隆

寺
に
お
け
る
江
戸
初
期
か
ら
末
期
に
及
ぶ
演
能
の
番
組
を
紹
介
さ
れ
、
そ
の
中
に
「
参
宮
」

と
い
う
曲
名
が
見
出
さ
れ
な
い
（
「
素
襖
落
」
は
見
え
る
）
こ
と
に
つ
い
て
、
「
素
襖
落
は

そ
の
ま
ゝ
素
襖
落
と
称
し
て
い
て
、
参
宮
と
言
つ
て
い
な
い
処
を
見
る
と
、
参
宮
と
い
う
名

称
は
幕
末
明
治
に
な
っ
て
か
ら
の
称
か
も
知
れ
な
い（

８
（」

と
も
述
べ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
「
素
袍
落
」
の
縮
約
版
と
も
い
う
べ
き
「
参
宮
」
は
、
春
日
庄
作
自
身
の
工
夫
に

よ
る
改
作
で
あ
る
可
能
性
も
出
て
く
る
。
素
人
に
教
え
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
台
本
を
作
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。

【
太
郎
冠
者
と
主
人
が
舞
う
小
舞
】

　

春
日
本
で
は
、
主
人
の
前
で
、
よ
い
機
嫌
の
太
郎
冠
者
が
「
長
々
と
」
舞
う
と
言
出
す
。

太
「
笑　

イ
ヤ
申
頼
た
人　

此
度
長
々
と
ま
い
ま
す
る　

ち
と
見
さ
せ
ら
れ
い　

主
「
見
度
ウ
も
お
り
な
い　

「
ち
と
見
さ
せ
ら
れ
い　

「
見
と
ふ
お

（
マ
マ
（も

お
り
な
い　

ま

い
度
バ
己
レ
壱
人
ま
い
お
ろ
ふ　

「
ま
い
ま

（
マ
マ
（い

で
ハ　

「
手
も
力
ら
も
な
い
も
の
か　

太
「
は
て
ふ
し
き
な　

ど
こ
へ
い
た
か
し
ら
ぬ

傍
線
部
は
、
小
舞
「
暁
の
明
星
」
の
末
尾
の
文
句
で
あ
る
（
通
常
は
「
手
も
力
も
な
い
も
の

を
」
）
。
舞
の
詞
章
に
つ
い
て
は
、
略
し
た
も
の
か
。
こ
こ
で
素
袍
を
落
と
す
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
素
袍
を
取
り
上
げ
た
主
人
は
、
機
嫌
を
直
し
て
、

「
あ
な
た
へ
さ
ら
り　

此
な
た
江
さ
ら
り
〳
〵
り
ざ
ら
〳
〵
さ
つ
と　

風
の
上
ケ
た
る

古
す
た
れ

と
、
能
「
芦
刈
」
の
一
節
（
「
笠
の
段
」
）
を
舞
う
。

　

長
府
伝
承
の
鷺
流
台
本
で
あ
る
浜
田
本
（
「
素
袍
落
」
）
は
、
太
郎
冠
者
「
暁
の
明
星
」

（
形
付
あ
り
）
、
主
人
「
コ
ギ
出
シ
テ
ツ
リ
ス
ル
所
ヲ
舞
」
（
「
宇
治
の
晒
」
）
、
「
芦
刈

ア
ナ
タ
ヘ
サ
ラ
リ
ヲ
舞
」
と
な
っ
て
お
り
、
主
人
は
「
芦
刈
」
だ
け
で
な
く
、
「
宇
治
の

晒
」
の
一
節
を
も
舞
う
。
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山口鷺流台本の系統（五）―春日庄作自筆本をめぐって―

　

鷺
伝
右
衛
門
派
の
享
保
保
教
本
に
は
「
素
袍
落
」
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
同
本
「
小

舞
」
の
冊
に
収
め
る
「
暁
の
明
星
」
に
、
以
下
の
よ
う
な
注
記
が
あ
る
。

素
襖
落
ニ
舞
モ
仕
舞
ハ
同
前　

酒
ニ
酔
タ
ル
心
持
ス
ル
替
リ
事
也
、
扇
ニ
テ
モ
又
手
ニ

テ
モ
ス
ル
、
手
モ
チ
カ
ラ
モ
ノ
時
落
ス

傍
線
を
施
し
た
よ
う
に
、
こ
の
小
舞
が
「
素
袍
落
」
で
舞
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明

記
さ
れ
て
い
る
。
宝
暦
名
女
川
本
は
、
太
郎
冠
者
「
暁
の
明
星
」
、
主
人
「
こ
き
出
し
て
釣

す
る
所
に
釣
た
所
が
、
は
あ
、
お
も
し
ろ
い
と
の
」
及
び
「
芦
刈
」
、
常
磐
松
文
庫
本
（
抜

書
本
）
（
太
郎
冠
者
の
せ
り
ふ
は
な
し
）
は
、
主
人
「
こ
ぎ
出
い
て
釣
す
る
所
に
釣
つ
た
所

が
ハ
ア
引
面
白
い
と
の
笑
う
」
、
「
あ
な
た
へ
ざ
ら
り
引
こ
な
た
へ
ざ
ら
り
引
ざ
ら
り
〳
〵
ざ
ら

〳
〵
ざ
つ
と
風
の
上
ゲ
た
る
古
す
だ
れ
」
と
あ
る
。
鷺
仁
右
衛
門
派
の
寛
政
有
江
本
は
、
太

郎
冠
者
「
暁
ノ
明
星
ヲ
舞
」
、
主
人
「
サ
ラ
〳
〵
サ
ツ
ト
風
ノ
上
タ
ル
ヲ
舞
」
、
安
永
森
本

は
、
太
郎
冠
者
一
度
、
主
人
一
度
舞
う
が
、
曲
名
は
不
明
。
杭
全
本
（
Ａ
）
は
、
太
郎
冠
者

「
明
星
の
舞
の
内
素
袍
落
ス
」
、
主
人
「
笠
之
段
切
舞
」
と
あ
り
、
杭
全
本
（
Ｂ
）
も
同
じ
。

安
政
賢
通
本
は
、
太
郎
冠
者
「
暁
の
明
星
」
、
主
人
「
漕
ぎ
出
だ
い
て
釣
す
る
と
こ
ろ
に
。

釣
つ
た
と
こ
ろ
が
、
は
あ
。
面
白
い
と
の
」
と
あ
る
。
賢
茂
五
番
綴
本
も
こ
れ
に
同
じ
。

　

大
蔵
流
で
は
、
虎
明
本
に
「
こ
ま
い
な
ど
ま
ふ
て
、
わ
き
む
ひ
て
こ
の
き
げ
ん
は
こ
れ
が

さ
す
る
と
云
て
よ
ろ
こ
び
て
、
さ
て
す
わ
う
お
と
す
を
、
…
」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
小

舞
を
舞
う
か
は
不
明
。
「
し
う
ま
ふ
て
見
せ
う
と
云
て
ま
ひ
な
ど
す
る
」
と
あ
り
、
主
人
も

舞
う
よ
う
だ
が
、
曲
名
を
記
さ
な
い
。
さ
ら
に
追
記
と
し
て
、
「
太
郎
は
す
わ
う
お
と
さ
ぬ

さ
き
に
、
こ
ま
ひ
な
ど
ま
ふ
、
す
わ
う
を
お
と
し
、
し
う
ひ
ろ
ひ
て
か
ら
、
ま
へ
と
云
ま
ふ

き
げ
ん
が
な
ひ
と
云
、
同
じ
く
は
し
う
ま
は
ぬ
が
よ
き
也
」
と
あ
る
。
虎
寛
本
は
「
（
シ
テ
、

小
歌
）
あ
の
山
見
さ
い
、
此
の
山
見
さ
い
、
い
た
ゞ
き
や
つ
れ
た
小
原
木
。
笑
ふ
て
す
あ
ふ
を
お
と

す
。
」
「
（
主
）
夫
成
ら
ば
舞
ふ
て
見
せ
う
。
漕
ぎ
出
い
て
を
舞
ふ
て
、
お
も
し
ろ
い
と
の
」

と
あ
り
、
太
郎
冠
者
は
「
あ
の
山
見
さ
い
」
を
謡
う
。
主
人
は
「
宇
治
の
晒
」
の
末
尾
を
謡

い
舞
う
。
山
本
東
本
も
、
太
郎
冠
者
は
「
あ
の
山
見
さ
い
」
を
謡
い
、
素
袍
を
落
と
す
。
主

人
は
「
漕
ぎ
出
い
て
、
釣
す
る
と
こ
ろ
に
…
」
と
、
「
宇
治
の
晒
」
の
末
尾
を
謡
い
舞
う
。

茂
山
真
一
本
も
山
本
東
本
に
同
じ
。

　

大
蔵
八
右
衛
門
派
の
伊
藤
源
之
丞
本
は
、
「
爰
に
て
「
あ
の
山
見
さ
ひ
」
と
左
サ

ス
。
「
此
山
ミ
さ
い
」
右
サ
ス
。
「
い
た
ゞ
き
」
と
素
袍
落
シ
尋
る
也
」
「
主
「
身
共
が
諷

ふ
。
」
「
釣
す
る
所
に
」
」
と
あ
る
。
虎
光
本
で
は
、
太
郎
冠
者
は
「
あ
の
山
見
さ
い
」
を
謡
い
、

素
袍
を
落
と
す
。
主
人
は
「
こ
き
出
て
を
諷
ふ
」
と
あ
る
。

　

和
泉
流
で
は
、
天
理
本
は
、
太
郎
冠
者
「
こ
う
た
を
う
た
ふ
、
三
つ
も
四
つ
も
う
た
ふ

て
、
そ
ろ
〳
〵
と
よ
ひ
さ
め
て
、
其
内
に
す
わ
う
を
を
と
す
」
と
あ
る
ば
か
り
で
、
（
小
歌

を
謡
う
が
）
小
舞
を
舞
う
こ
と
は
な
い
。
主
人
が
小
舞
を
舞
う
こ
と
も
な
し
。
和
泉
家
古
本

は
、
太
郎
冠
者
「
あ
の
山
み
さ
い
此
山
み
さ
い
ヲ
ウ
タ
フ
・
い
た
ゝ
き
ト
云
時
・
ス
ワ
フ
ヲ

イ
タ
ヽ
イ
テ
・
あ
の
山
も
此
山
も
・
是
か
い
わ
す
る
ナ
ト
ヽ
云
テ
ウ
レ
シ
カ
ル
也
」
と
あ
り
、

「
あ
の
山
見
さ
い
」
を
謡
う
が
、
現
行
の
よ
う
に
素
袍
を
落
と
す
き
っ
か
け
に
は
な
っ
て
い

な
い
（
「
是
は
ほ
し
い
か
・
よ
ふ
や
ら
う
よ
ナ
ト
ヽ
云
テ
ウ
レ
シ
カ
リ
テ
・
マ
ワ
ル
内
ニ
ス

ワ
フ
ヲ
オ
ト
ス
」
）
。
他
に
小
舞
を
舞
う
こ
と
な
く
、
主
人
が
舞
う
こ
と
な
し
。
古
典
文
庫

本
は
、
太
郎
冠
者
「
い
た
ゝ
き　
笑　

や
つ
れ
た　

は
て
合
点
の
行
ぬ　

た
つ
た
今
持
て
ゐ

た
が　

ど
れ
へ
い
た
し
ら
ぬ
」
と
あ
り
、
主
人
が
舞
う
こ
と
な
し
。
狂
言
集
成
本
は
、
太
郎

冠
者
は
「
あ
の
山
見
さ
へ
此
の
山
見
さ
い
戴
き
つ
れ
て
。
あ
の
山
も
此
の
山
も
皆
こ
れ
〳
〵

ぢ
や
」
（
主
人
と
逢
っ
て
か
ら
）
「
こ
れ
〳
〵
を
知
ら
い
で
。
戴
き
つ
れ
て
。
あ
の
山
も
こ

の
山
も
皆
こ
れ
〳
〵
ぢ
や
」
と
言
っ
て
素
袍
を
落
と
す
。
主
人
が
舞
う
こ
と
な
し
。

　

続
狂
言
記
は
、
太
郎
冠
者
「
あ
の
山
見
さ
い　

此
山
見
さ
い　

い
た
ゞ
き
つ
れ
た　

素
襖

落
と
す
」
と
あ
り
、
小
舞
を
舞
う
こ
と
は
な
い
。
主
人
「
身
ど
も
は
謡
ふ
ぞ
」
と
あ
っ
て
、

「
釣
す
る
所
に　

釣
つ
た
所
が
面
白
」
と
謡
う
（
若
干
の
所
作
あ
る
か
）
。

　

太
郎
冠
者
が
「
暁
の
明
星
」
を
、
ま
た
主
人
が
「
芦
刈
」
の
「
笠
の
段
」
を
舞
う
と
い
う

組
み
合
わ
せ
は
、
鷺
伝
右
衛
門
派
の
宝
暦
名
女
川
本
・
常
磐
松
文
庫
本
に
見
ら
れ
る
。
長
府

伝
承
の
浜
田
本
も
こ
の
か
た
ち
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
台
本
で
は
、
主
人
は
「
宇
治
の

晒
」
の
一
節
「
漕
ぎ
出
い
て
釣
り
す
る
所
に
」
を
も
舞
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
「
暁
の
明

星
」
と
「
笠
の
段
」
の
組
み
合
わ
せ
は
、
鷺
仁
右
衛
門
派
の
寛
政
有
江
本
、
杭
全
本
（
Ａ
・

Ｂ
）
に
も
見
え
る
が
、
同
派
江
戸
末
期
の
安
政
賢
通
本
・
賢
茂
五
番
綴
本
で
は
、
主
人
が

「
笠
の
段
」
を
舞
う
く
だ
り
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

虎
寛
本
以
下
の
大
蔵
弥
右
衛
門
派
で
は
、
太
郎
冠
者
が
「
あ
の
山
見
さ
い
」
を
謡
い
、
主

人
は
「
宇
治
の
晒
」
を
謡
い
舞
う
。
大
蔵
八
右
衛
門
派
も
同
じ
。
続
狂
言
記
も
大
蔵
流
に
同

じ
。
和
泉
流
は
、
和
泉
家
古
本
以
下
、
や
は
り
大
蔵
流
と
同
じ
く
「
あ
の
山
見
さ
い
」
を
太

郎
冠
者
が
謡
う
こ
と
に
な
る
が
、
主
人
は
何
も
謡
わ
ず
、
小
舞
を
舞
う
こ
と
も
な
い
。

　

以
上
に
よ
り
、
春
日
本
の
小
舞
の
組
み
合
わ
せ
は
、
鷺
伝
右
衛
門
派
の
行
き
方
を
一
部
省

略
し
た
も
の
と
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
鷺
仁
右
衛
門
派
の
寛
政
有
江
本
や
杭

全
本
と
も
一
致
す
る
。

【
結
末
】
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春
日
本
の
結
末
は
、
主
人
が
拾
っ
た
素
袍
を
太
郎
冠
者
に
差
し
出
し
、

「
何
も
お
と
さ
い
で
是
ハ
何
じ
や　

「
ハ
ア
ー　

是
ハ
此
方
の
お
し
こ
さ
ま
よ
り
も
ら

い
ま
し
た
素
胞

（
マ
マ
（て

御
座
る　

「
ハ
ア
ヽ
よ
い
か
さ
め
た
か　

伊
勢
江
供
を
せ
い　

「
ハ

ア
ー

と
留
め
る
。

　

鷺
伝
右
衛
門
派
の
宝
暦
名
女
川
本
は
、
「
ア
ト
「
落
し
は
せ
ひ
て
、
こ
れ
は
な
ん
じ
や
、

シ
テ
「
は
あ
、
伯
父
子
様
の
被
下
物
を
、
ア
ト
「
一
段
と
目
出
度
、
い
せ
へ
供
を
せ
ひ
、
シ
テ

「
畏
て
御
座
る
、
ア
ト
「
ゑ
ひ
、
シ
テ
「
は
あ
」
と
留
め
る
。
常
磐
松
文
庫
本
（
抜
書
本
）
は
、

「
落
し
ハ
せ
い
で
是
ハ
何
ン
じ
や　
ト
素
袍
落
の
肩
を
な
げ
て
や
る　

「
よ
い
が
覚
た
ら
伊
勢
へ
参

ら
ふ　

目
出
た
う
供
を
せ
い　

「
ヱ
イ
引
」
と
留
め
る
。
長
府
伝
承
の
浜
田
本
は
、
「
ア
ト

落
ハ
せ
い
で
是
ハ
何
じ
や　
ト
素
袍
ヲ
中
ニ
ナ
ゲ
出
也　
シ
テ
あ
ゝ
是
ハ
お
ぢ
こ
様
の
被
下
物
て
御

さ
る　
ト
云
テ
片
ヒ
ザ
ツ
キ
素
袍
取
カ
タ
ニ
掛
ル
也　
ア
ト
ニ
付
入
ル
也
」
と
留
め
る
。

　

鷺
仁
右
衛
門
派
の
寛
政
有
江
本
は
、
「
（
主
）
そ
ふ
い
ふ
て
も
是
を
ハ
誰
か
落
た
ト
ス
ホ
ウ

ヲ
太
郎
カ
前
ヘ
ナ
ケ
出
ス　

太
郎
左
ノ
ヒ
サ
ヲ
ツ
キ
イ
タ
ヽ
キ
ナ
カ
ラ　
（
太
郎
冠
者
）
ア
ヽ
是
ハ
今
朝
伯
父
こ
様

の
お
せ
ん
別
に
被
下
て
御
座
ル　
（
主
）
能
う
こ
そ
や
ら
せ
ら
れ
た　

目
出
度
う
参
宮
を
せ

う　

西コ
ウ

地
へ
来
い　
（
太
郎
冠
者
）
ハ
ア
ト
立
ク
ツ
ロ
ケ
テ
素
袍
ヲ
持
主
ノ
ア
ト
ヨ
リ
入
」
と
あ
る
。
杭
全
本

（
Ａ
）
は
、
「
（
主
）
そ
ふ
云
て
是
を
誰
か
落
し
た
そ　
（
太
郎
冠
者
）
笑　

是
は
伯
父
御
の
御
は

な
む
け
で
こ
さ
る　
（
主
）
能
社
遣
さ
れ
た
れ　

い
さ
目
出
度
参
宮
せ
ふ　

い
さ
こ
ち
へ
こ

い　
（
太
郎
冠
者
）
畏
て
こ
さ
る
」
と
あ
る
。
杭
全
本
（
Ｂ
）
・
安
永
森
本
、
安
政
賢
通
本
・

賢
茂
五
番
綴
本
も
ほ
ぼ
同
じ
。

　

大
蔵
流
で
は
、
虎
明
本
は
「
太
郎
は
ら
を
た
て
ゝ
し
う
尋
る
は
是
か
と
云
て
見
す
る
時
、

太
郎
中
々
是
で
ご
ざ
る
と
い
ふ
て
「
あ
ち
へ
う
せ
お
れ
と
云
て
お
ひ
い
り
に
も
す
る
、
又
か

し
こ
ま
つ
た
と
云
て
も
つ
む
る
也
」
と
あ
り
、
や
や
流
動
的
で
、
太
郎
冠
者
が
「
畏
ま
っ

た
」
と
言
っ
て
終
わ
る
か
た
ち
も
記
す
。
そ
れ
だ
と
鷺
仁
右
衛
門
派
に
近
い
。
虎
寛
本
は
、

「
（
主
）
身
共
は
こ
り
や
、
此
す
あ
ふ
を
ひ
ら
ふ
た
。
（
シ
テ
）
是
は
私
の
も
ら
ふ
た
素
襖
で
御

ざ
る
。
（
主
）
あ
の
わ
う
ち
や
く
者
、
ど
ち
へ
行
く
ぞ
。
や
る
ま
い
ぞ
〳
〵
。
（
シ
テ
）
ア
ヽ
、

ゆ
る
さ
せ
ら
れ
い
〳
〵
。
」
と
あ
っ
て
、
追
い
込
み
。
山
本
東
本
は
、
主
人
が
拾
っ
た
素
袍

を
見
せ
る
と
、
太
郎
冠
者
は
「
イ
ヤ
、
こ
れ
は
伯
父
御
様
の
お
は
な
む
け
で
ご
ざ
る
。
こ
ち

へ
下
さ
れ
い
。
」
と
素
袍
を
取
り
、
「
ア
ラ
う
れ
し
や
う
れ
し
や
」
と
逃
げ
、
主
人
が
追
い

込
む
。
茂
山
真
一
本
は
、
主
人
が
拾
っ
た
素
袍
を
見
せ
る
と
、
太
郎
冠
者
は
「
こ
れ
は
私
が

伯
父
御
の
方
で
貰
う
た
も
の
で
ご
ざ
る
」
と
素
袍
を
取
り
、
「
い
た
だ
き
、
や
つ
れ
た
、
大

原
木
ぢ
ゃ
」
と
謡
っ
て
、
逃
げ
入
り
、
主
人
が
追
い
込
む
。

　

大
蔵
八
右
衛
門
派
の
伊
藤
源
之
丞
本
は
、
「
主
「
身
共
は
よ
い
物
を
ひ
ろ
ふ
た
。
」
シ
テ

「
何
を
ひ
ろ
わ
せ
ら
れ
た
。
」
主
「
是
を
ひ
ろ
ふ
た
。
」
シ
テ
「
是
は
私
が
伯
父
ご
殿
よ
り

も
ろ
ふ
た
。
私
の
で
御
座
る
。
」
其
侭
取
、
楽
屋
へ
入
。
「
や
イ
、
お
ふ
ち
や
く
者
。
や
る
ま
ひ

ぞ
、
〳
〵
」
と
あ
っ
て
、
追
い
込
み
。
虎
光
本
は
、
主
人
が
拾
っ
た
素
袍
を
見
せ
る
と
、
太

郎
冠
者
は
「
是
ハ
伯
父
御
様
ニ
御
餞
別
ニ
貰
ふ
た
の
で
御
座
ル
、
こ
ち
へ
被
下
イ
」
と
素
袍

を
取
り
、
「
ゆ
る
さ
せ
ら
れ
ゐ
〳
〵
〳
〵
」
と
逃
げ
入
る
の
で
、
主
人
が
追
い
込
む
と
い
う
、

同
じ
段
取
り
で
あ
る
。

　

和
泉
流
で
は
、
天
理
本
は
「
こ
ち
や
、
あ
そ
こ
で
物
を
ひ
ろ
う
た
」
と
云
、
「
な
に
を
」

と
云
、
「
是
を
」
と
云
て
、
み
す
る
、
其
時
、
「
其
は
わ
た
く
し
の
じ
や
」
と
云
て
、
む
り

に
と
つ
て
、
に
ぐ
る
、
お
い
入
也
」
と
あ
る
。
和
泉
家
古
本
は
、
「
主
「
と
か
く
汝
は
物
を

お
と
い
た
と
見
へ
た
か
・
身
共
は
物
を
ひ
ら
う
た
ト
云　
シ
テ
「
な
に
を
ト
云
ツ
メ
テ　
主

「
是
を
ト
云
テ
ス
ワ
フ
ヲ
捨
ル　
シ
テ
「
あ
ゝ
是
は
お
ち
こ
さ
ま
の
く
た
さ
れ
た
ト
云
テ
・

中チ
ウ

デ
取
テ
・
カ
タ
ケ
テ
入
ル
也　

「
又
主
ヤ
ラ
ヌ
ヲ
ム
リ
ニ
取
テ
ニ
グ
ル
ヲ
・
追
入
モ
ア
ル

ヘ
シ
」
と
あ
る
。
古
典
文
庫
本
は
、
「
主
「
某
は
物
を
拾
ふ
た　
シ
テ
「
何
を　
主
「
物
を　

シ
テ
「
何
を　
主
「
之
を
拾
ふ
た　
シ
テ
「
ア
ヽ
俺
が
の
ち
や　

こ
ち
へ
お
こ
さ
せ
ら
れ
」
と

素
袍
を
取
り
、
「
い
た
ゝ
き　
笑　

や
つ
れ
た　
笑
」
と
謡
い
、
「
俺
が
の
ち
や
〳
〵
」
と

言
い
つ
つ
、
逃
げ
る
の
を
主
人
が
追
い
込
む
。
狂
言
集
成
本
は
、
「
ア
ド
「
身
共
は
物
を
拾

う
た
。
シ
テ
「
何
を
。
ア
ド
「
物
を
。
シ
テ
「
何
を
。
ア
ド
「
此
様
な
物
を
拾
う
た
。
シ
テ
「
あ
ゝ
。

そ
れ
は
身
共
が
お
伯
父
御
様
で
貰
う
て
来
た
の
で
御
座
る
。
ア
ド
「
こ
れ
は
身
共
が
拾
う
た

の
ぢ
や
。
シ
テ
「
こ
ち
へ
返
し
て
く
だ
さ
れ
。
ア
ド
「
な
ら
ん
ぞ
〳
〵
。
シ
テ
「
返
し
て
下
さ

れ
〳
〵
。
ア
ド
「
な
ら
ん
ぞ
〳
〵
」
と
、
主
人
は
素
袍
を
持
っ
て
入
り
、
太
郎
冠
者
が
そ
れ

を
追
い
入
る
。

　

続
狂
言
記
は
、
「
主
「
そ
れ
で
も
、
身
共
は
物
を
拾
ふ
た　
太
「
何
を　
主
「
物
を
、
こ

り
や
、
こ
れ
を
拾
ふ
た　
太
「
そ
れ
は
伯
父
御
様
に
も
ら
ひ
ま
し
た
、
こ
ち
へ
を
こ
さ
せ
ら

れ　
主
「
や
い
、
あ
の
大
ち
や
く
者
、
ど
ち
へ
失
せ
る
、
や
る
ま
い
ぞ
〳
〵
」
と
あ
り
、
虎

寛
本
や
伊
藤
源
之
丞
本
に
近
い
。

　

春
日
本
の
結
末
は
、
常
磐
松
文
庫
本
に
近
い
。
特
に
「
伊
勢
へ
供
を
せ
い
」
と
い
う
せ
り

ふ
が
あ
る
こ
と
（
宝
暦
名
女
川
本
に
も
あ
る
）
や
「
酔
い
が
醒
め
た
ら
」
と
い
う
せ
り
ふ
も

春
日
本
に
近
似
す
る
。
浜
田
本
は
、
供
を
せ
よ
と
い
う
主
人
の
せ
り
ふ
が
な
く
、
太
郎
冠
者

の
せ
り
ふ
で
留
め
る
特
異
な
か
た
ち
で
あ
る
。
一
方
、
鷺
仁
右
衛
門
派
は
、
「
（
い
さ
）
目
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出
度
参
宮
（
を
）
せ
ふ　

い
さ
（
こ
ち
へ
）
こ
い
」
と
い
う
主
人
の
せ
り
ふ
が
あ
る
の
が
特

徴
で
あ
る
。
総
じ
て
、
鷺
流
両
派
は
、
太
郎
冠
者
が
伯
父
か
ら
素
袍
を
も
ら
っ
た
こ
と
を
主

人
が
さ
ほ
ど
咎
め
ず
、
参
宮
の
め
で
た
さ
を
強
調
す
る
、
祝
言
性
を
帯
び
た
留
め
方
と
い
え

よ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
大
蔵
流
・
和
泉
流
は
、
お
お
む
ね
太
郎
冠
者
が
素
袍
を
奪
い
取
っ

て
逃
げ
、
主
人
が
そ
れ
を
追
う
と
い
う
、
追
い
込
み
の
か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
（
狂
言
集
成

本
は
、
素
袍
を
持
っ
て
行
く
主
人
を
太
郎
冠
者
が
追
う
）
。
続
狂
言
記
も
そ
れ
に
同
じ
。

　

以
上
、
春
日
本
「
参
宮
」
は
、
「
素
袍
落
」
の
縮
約
的
改
作
と
い
う
べ
き
特
異
な
形
態
で

あ
る
が
、
太
郎
冠
者
と
主
人
が
舞
う
小
舞
の
曲
目
や
、
結
末
な
ど
か
ら
見
て
、
内
容
的
に
は
、

鷺
伝
右
衛
門
派
の
特
色
を
備
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（（
、
「
宮
城
野
」

　

山
口
鷺
流
で
は
、
曲
名
を
「
宮
城
野
」
と
す
る
。
こ
の
異
称
は
、
宝
暦
名
女
川
本
『
萬
聞

書
』
「
鷺
・
大
蔵
・
京
流
名
替
り
」
に
も
、
「
宮
城
野　

萩
大
名
」
と
見
え
て
い
る
。
た
だ

し
、
鷺
流
で
も
、
一
般
的
に
は
仁
右
衛
門
派
・
伝
右
衛
門
派
と
も
に
、
曲
名
は
「
萩
大
名
」

で
あ
り
、
主
要
な
台
本
や
名
寄
も
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
天
保
三
年
、
山
本
甚
三
郎
書
写
の
『
狂
言
名
寄
・
内
外
間
名
寄（

９
（』（

山
口
県

立
大
学
郷
土
文
学
資
料
セ
ン
タ
ー
蔵
）
に
は
、
「
弐
番
目　

大
名
事
」
に
「
宮
城
野
」
の
曲

名
で
記
載
が
あ
り
、
人
数
と
各
役
の
簡
単
な
装
束
付
を
記
し
て
い
る
。
書
写
者
の
山
本
甚
三

郎
は
長
州
藩
狂
言
方
の
一
人
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
宮
城
野
」
と
は
、
専
ら
長
州
藩

に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
た
異
称
な
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う

に
、
藩
主
で
あ
る
萩
の
毛
利
家
を
憚
っ
て
、
「
萩0

大
名
」
と
い
う
曲
名
を
避
け
た
（
か
ざ
し

た
）
た
め
で
あ
ろ
う（

（（
（

。
「
萩
大
名
」
と
い
う
曲
名
は
、
「
萩
（
藩
）
の
大
名
」
、
す
な
わ
ち

萩
の
藩
主
で
あ
る
毛
利
氏
を
連
想
さ
せ
る
が
、
こ
の
曲
に
登
場
す
る
大
名
は
、
和
歌
一
首
が

覚
え
ら
れ
な
い
無
教
養
な
大
名
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
大
名
が
「
萩
（
藩
）
の
大
名
」
と
重

な
り
合
っ
て
は
困
る
の
で
あ
る
。

【
大
名
が
赴
く
場
所
】

　

長
々
の
在
京
で
気
が
屈
し
た
遠
国
の
大
名
が
ど
こ
か
へ
遊
山
に
行
き
た
い
と
い
う
の
で
、

太
郎
冠
者
は
宮
城
野
の
萩
（
の
あ
る
庭
）
を
見
に
行
く
こ
と
を
提
案
す
る
。
春
日
本
で
は
、

都
の
東
に
宮
城
野
と
申
し
て
萩
の
名
所
が
御
座
り
ま
す
る
か
誠
ニ
見
事
な
と
申
し
ま
す

る
が
是
江
で
も
御
供
致
シ
ま
し
よ
う

と
あ
る
。
後
に
大
名
が
太
郎
冠
者
を
伴
い
、
庭
へ
差
し
掛
か
っ
た
と
こ
ろ
で
も
、
太
郎
冠
者

が
「
イ
ヤ
ア
ノ
つ
う
と
見
ゆ
る
の
か
宮
城
野
て
御
座
り
ま
す
」
と
言
う
の
で
あ
り
、
春
日
本

で
は
、
宮
城
野
が
あ
た
か
も
都
の
地
名
（
で
あ
り
萩
の
名
所
）
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
が

特
色
で
あ
る
。

　

鷺
伝
右
衛
門
派
で
は
、
享
保
保
教
本
「
イ
ヤ
宮
城
野
ト
申
テ
萩
ノ
名
所
カ
御
座
リ
マ
ス
ル

ソ
レ
ヲ
東
山
ニ
移
シ
テ
持
ツ
タ
仁
カ
御
サ
リ
マ
ス
ル
カ
是
ヲ
御
見
物
被
成
マ
セ
イ　

殊
ノ
外

ノ
庭
数
寄
デ
皆
御
腰
ヲ
カ
ケ
ラ
レ
マ
ス
ル
」
、
常
磐
松
文
庫
本
「
是
よ
り
つ
つ
と
奥
に
宮
城

野
と
申
萩
の
名
所
が
御
座
る　

夫
を
去
人
の
庭
前
へ
移
い
て
持
て
居
ら
れ
升
る
が
則
今
が
盛

り
じ
や
と
申
升
る　

是
を
御
見
物
被
成
た
な
ら
ハ
能
御
座
り
ま
せ
う
」
と
あ
る
。

　

鷺
仁
右
衛
門
派
で
は
、
寛
政
有
江
本
「
是
よ
り
奥
に
宮
城
野
と
申
し
て
萩
の
名
所
か
御
座

り
ま
す
る
か
夫
を
当
地
に
移
ひ
て
持
た
人
か
御
座
る　

是
を
見
物
被
成
た
か
能
御
座
あ
ら

ふ
」
、
安
政
賢
通
本
「
こ
れ
よ
り
奥
に
宮
城
野
と
申
し
て
萩
の
名
所
が
ご
ざ
る
を
、
東
山

辺
の
人
が
庭
前
に
こ
れ
を
移
い
て
持
つ
て
居
ら
れ
ま
す
る
程
に
、
こ
れ
を
お
目
に
か
け
ま
せ

う
」
と
あ
る
（
賢
茂
五
番
綴
本
も
同
じ
。
安
永
森
本
も
ほ
ぼ
同
じ
）
。

　

大
蔵
流
の
虎
明
本
は
「
中
に
も
下
京
に
見
事
な
庭
を
も
つ
た
者
が
ご
さ

（
マ
マ
（あ

る
が
、
み
や
ぎ

の
ゝ
萩
を
た
く
さ
ん
に
う
へ
て
を
か
れ
た
が
、
此
ほ
ど
さ
か
り
な
る
と
申
て
、
わ
れ
も
〳
〵

と
見
物
に
ま
い
る
、
是
を
ご
ら
ふ
じ
ら
れ
ま
ひ
か
」
、
虎
寛
本
は
「
イ
エ
、
下
京
辺
に
能
庭

を
持
れ
た
御
方
が
御
ざ
る
が
、
是
に
唯
今
、
宮
城
野
の
は
ぎ
が
盛
で
御
ざ
る
。
是
へ
御
供
致

し
ま
せ
う
」
、
山
本
東
本
「
イ
ヤ
そ
れ
そ
れ
、
下
京
辺
に
、
よ
い
庭
を
持
た
れ
た
お
方
が
ご

ざ
る
が
、
こ
れ
に
た
だ
い
ま
、
宮
城
野
の
萩
が
盛
り
で
ご
ざ
る
、
あ
れ
へ
お
供
致
し
ま
し
ょ

う
」
と
あ
り
、
茂
山
真
一
本
も
ほ
ぼ
同
じ
。

　

大
蔵
八
右
衛
門
派
の
伊
藤
源
之
丞
本
は
「
下
京
辺
に
私
の
知
音
が
御
座
る
が
、
ミ
や
ぎ

の
ゝ
萩
が
盛
り
じ
や
と
申
ま
す
る
、
是
ゑ
御
出
被
レ
成
た
が
能
御
座
ろ
う
」
、
虎
光
本
は

「
イ
ヤ
下
京
辺
に
能
庭
を
持
た
れ
た
御
方
が
御
座
ル
（
御
座
る
か
）
。
是
ニ
宮
城
野
の
萩
を

植
今
が
花
盛
り
て
御
座
ル
。
是
へ
御
供
致
舛
う
」
と
あ
る
。

　

和
泉
流
の
天
理
本
は
「
「
清
水
へ
ま
い
ら
う
」
と
云
、
「
さ
や
う
に
御
ざ
ら
ば
、
清
水
の

坂
に
、
わ
た
く
し
の
や
と
の
茶
屋
が
御
ざ
る
が
、
一
段
と
お
も
し
ろ
い
も
の
な
り
、
又
見
事

な
庭
を
も
つ
て
御
ざ
る
ほ
ど
に
、
そ
れ
へ
よ
ら
せ
ら
れ
い
」
、
和
泉
家
古
本
は
「
さ
や
う
に

御
さ
ら
は
・
清
水
の
坂
に
・
私
の
宿
の
茶
屋
か
御
さ
る
が
・
見
事
な
庭
を
持
て
御
さ
る
程

に
・
そ
れ
へ
よ
ら
せ
ら
れ
ひ
ト
云
」
、
古
典
文
庫
本
は
「
ハ
ア
左
様
な
ら
ば
御
在
京
の
内
め

で
た
う
御
訴
訟
の
叶
は
せ
ら
る
ゝ
様
に
と
存
て
清
水
の
観
世
音
に
祈
誓
を
掛
月
参
り
を
致
て

ご
ざ
る
が
道
に
存
た
者
が
よ
い
庭
を
持
て
お
り
ま
す　

唯
今
が
萩
の
盛
で
ご
ざ
る　

之
を
お
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目
に
掛
ま
せ
う
程
に
清
水
へ
お
出
な
さ
れ
ま
せ
」
、
狂
言
集
成
本
は
「
（
訴
訟
が
叶
う
よ
う

に
清
水
の
観
世
音
へ
日
参
し
て
い
た
の
で
、
清
水
へ
お
礼
参
り
に
行
く
こ
と
を
進
め
）
幸
ひ

坂
に
存
じ
た
茶
屋
が
御
座
る
。
こ
れ
に
よ
い
庭
を
持
ち
ま
し
た
。
折
節
萩
の
花
が
盛
り
で
御

座
る
。
之
を
も
お
目
に
掛
け
ま
せ
う
」
と
あ
る
。

　

狂
言
記
は
「
是
よ
り
も
下
京
辺
に
、
心
や
さ
か
た
な
お
方
が
御
ざ
る
、
事
の
外
の
庭
数
寄

で
御
ざ
る
、
是
へ
の
御
遊
山
が
よ
う
御
ざ
り
ま
せ
う
」
と
あ
る
。
流
儀
不
明
の
近
世
初
期
の

台
本
で
あ
る
祝
本
は
「
爰
ニ
そ
れ
が
し
別
而
と

（
マ
マ
（う

か
ん
仕
る
も
の
が
御
座
る
が
、
こ
れ
が
い

か
に
も
見
事
成
つ
く
り
庭
を
も
ツ
て
御
座
る
。
其
上
は
ぎ
の
花
の
見
事
成
が
御
座
る
。
殊
ニ

此
比
が
さ
か
り
の
よ
し
申
程
に
、
是
を
御
ら
ん
じ
ら
れ
ま
い
か
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

大
蔵
流
で
は
、
萩
の
庭
を
も
つ
の
は
下
京
辺
の
者
で
あ
る
。
狂
言
記
も
そ
れ
に
同
じ
。
和

泉
流
は
清
水
坂
の
茶
屋
と
な
っ
て
い
る
。
祝
本
は
、
住
処
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
太
郎
冠
者

の
知
り
合
い
の
、
造
り
庭
を
持
っ
た
風
流
人
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
鷺
伝
右
衛
門
派
は
、
都
の
東
山
（
常
磐
松
文
庫
本
は
特
に
場
所
を
示

さ
な
い
）
に
お
い
て
宮
城
野
の
萩
を
庭
に
移
し
た
者
と
な
っ
て
い
る
。
鷺
仁
右
衛
門
派
も
同

じ
で
、
寛
政
有
江
本
以
外
は
東
山
と
す
る
。
春
日
本
は
、
基
本
的
に
こ
の
系
統
に
属
す
る
が
、

伝
承
の
過
程
で
「
宮
城
野
の
萩
を
都
の
東
山
に
移
し
た
」
と
い
う
文
言
が
脱
落
し
た
ら
し
く
、

あ
た
か
も
宮
城
野
が
東
山
の
名
所
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
『
満
済
准
后
日
記
』
永
享
三
年
十
月
二
十
四
日
条
に
よ
れ
ば
、
歌
人
で
あ
る

堯
孝
僧
都
の
宿
坊
・
仁
和
寺
常
光
院
の
庭
に
は
、
諸
国
の
名
物
が
移
し
置
か
れ
て
い
た
が
、

そ
の
中
に
「
宮
城
野
の
萩
」
が
あ
っ
た
。
「
宮
城
野
の
萩
」
を
都
に
移
し
た
と
い
う
実
例
で

あ
る
。
し
か
も
こ
の
時
張
行
さ
れ
た
和
歌
の
席
で
、
満
済
自
身
が
詠
ん
だ
「
当
座
」
が
殊

の
外
不
出
来
で
あ
っ
た
（
「
両
首
例
瓦
礫
」
）
と
記
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
満
済
の
よ

う
な
知
識
人
で
も
、
そ
の
場
で
出
さ
れ
た
題
で
詠
む
「
当
座
」
は
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

【
鈍
に
生
ま
れ
つ
い
た
と
い
う
せ
り
ふ
】

　

春
日
本
で
は
、
前
半
、
太
郎
冠
者
が
「
七
重
八
重
」
の
和
歌
を
大
名
に
教
え
よ
う
と
す
る

場
面
で
、
大
名
が
自
分
の
物
覚
え
の
悪
さ
を
自
嘲
す
る
よ
う
な
、
特
徴
的
な
せ
り
ふ
が
あ
る
。

「
い
か
な
〳
〵
五
年
十
年
か
ゝ
つ
て
も
ゆ
わ
れ
そ
ふ
ニ
ハ
な
い　

「
は
て
に
が
〳
〵
敷

　

私
も
ほ
う
ど
あ
き
れ
て
御
座
る
よ　

「
ず
い
ぶ
ん
ど
ん
に
生
れ
付
い
た
者
し
や
と

母
々

（
マ
マ
（上

の
仰
せ
ら
れ
た
事
よ

鷺
伝
右
衛
門
派
で
は
、
享
保
保
教
本
「
ア
ト
某
モ
ア
キ
レ
テ
御
座
ル　
シ
テ
随
分
ド
ン
ニ
ハ
有

ル
」
、
常
磐
松
文
庫
本
「
（
太
郎
冠
者
）
私
も
が
お
り
ま
し
て
御
座
る
（
大
名
）
身
共
も
随
分
鈍
に

生
れ
付
い
た
」
と
あ
る
。

　

鷺
仁
右
衛
門
派
の
寛
政
有
江
本
、
安
政
賢
通
本
、
安
永
森
本
に
は
該
当
す
る
せ
り
ふ
な
し
。

大
蔵
流
の
虎
明
本
・
虎
寛
本
、
伊
藤
源
之
丞
本
・
虎
光
本
、
山
本
東
本
・
茂
山
真
一
本
は
該

当
す
る
せ
り
ふ
な
し
。
和
泉
流
の
天
理
本
・
和
泉
家
古
本
・
古
典
文
庫
本
、
狂
言
集
成
本
も
、

該
当
す
る
せ
り
ふ
な
し
。
狂
言
記
、
祝
本
も
同
じ
。

　

こ
の
せ
り
ふ
は
鷺
伝
右
衛
門
派
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。
春
日
本
は
、
特
に
常
磐
松
文
庫
本

に
近
い
。

【
庭
の
景
物
・
観
賞
物
】

　

春
日
本
で
は
、
庭
に
来
た
大
名
は
、
次
の
よ
う
な
順
で
様
々
な
物
を
見
る
。
そ
し
て
そ
れ

ら
の
観
賞
物
に
つ
い
て
、
誉
め
言
葉
や
失
言
（
括
弧
内
）
を
繰
り
返
す
。

　

①
萩
（
「
ア
ヽ
扨
々
見
事
ニ
咲
い
た
り
や
〳
　〵

白
い
も
有
り　

赤
い
も
有
り　

白
い
上

ヱ
赤
い
か
重
り
か
ゝ
つ
た
所
其
ま
ゝ
ほ

（
マ
マ
（か

い
江
せ
き
は
ん
を
も
り
上
ケ
た
様
な
」
）

　

②
立
石
（
「
亭
主
立
テ
石
見
事
で
お
り
や
る
」
と
ほ
め
る
の
み
）

　

③
梅
の
木
（
「
ヤ
イ
の
こ

（
マ
マ
（り

を
持
て
来
た
か　

「
の
こ
切
り
を
何
に
被
成
ま
す
る　

「
ア

ノ
ま
が
つ
た

（
マ
マ
（引

切
つ
て
持
て
か
へ
り
茶
う
す
の
引
木
に
し
よ
う
」
）

　

④
短
冊
（
「
亭
主
丹

（
マ
マ
（若

見
事
に
お
り
や
る
」
）

鷺
伝
右
衛
門
派
の
享
保
保
教
本
は
、
①
中
嶋
（
「
チ
イ
サ
イ
石
共
カ
イ
ク
ツ
モ
チ
ヨ
コ
〳
〵

ト
有
ハ　

定
テ
ア
レ
ハ
同
庭
ノ
落
鴈
共
云
フ
ゾ
」
、
太
郎
冠
者
に
「
平
沙
の
落
鴈
」
と
訂

正
さ
れ
る
）
、
②
遠
山
、
③
滝
、
④
梅
（
「
思
イ
出
シ
タ　

引
切
ツ
テ
茶チ

ヤ
ウ
ス磨

ノ
挽ヒ

キ

木
ニ
セ

ウ
」
）
、
⑤
立
石
（
「
ア
レ
脇
ヘ
ヌ
ツ
ト
ハ
ナ
ノ
出
タ
所
ガ
有
ハ　

ア
レ
ヲ
ト
ン
ト
打
カ
イ

テ
火
打
石
ニ
」
）
、
⑥
萩
（
「
白
イ
花
モ
有　

赤
イ
花
モ
有　

白
イ
ト
赤
イ
ト
重
リ
重
ツ
タ

所
ハ
其
マ
ヽ
赤セ

キ
ハ
ン飯

」
）
、
⑦
短
冊
（
「
短
冊　

面
白
イ
ソ
ナ
ア
」
）
と
な
っ
て
い
る
。
常
磐

松
文
庫
本
は
、
①
遠
山
、
②
滝
、
③
小
嶋
（
「
大
き
な
石
も
有　

小
さ
い
石
が
ち
よ
こ
〳
〵

と
い
く
つ
も
有
ハ
（
中
略
）
定
て
あ
れ
ハ
同
庭
の
落
雁
と
も
云
う
ぞ
」
、
太
郎
冠
者
に
「
平

沙
の
落
鴈
」
と
訂
正
さ
れ
る
）
、
④
立
石
（
「
ヤ
イ
か
な
鎚
を
持
参
し
た
か
（
中
略
）
打
か

い
て
火
打
石
ニ
せ
う
」
）
、
⑤
梅
（
「
ヤ
イ
汝
ハ
の
こ
ぎ
り
を
持
参
し
た
か
（
中
略
）
引
切

て
茶
臼
の
引挽

木
ニ
せ
う
」
）
、
⑥
萩
（
「
ア
ヽ
見
事
な
事
じ
や　

白
い
花
も
有　

赤
ひ
花

も
あ
り　

花
の
上
へ
花
の
重
り
か
さ
な
つ
た
所
ハ
其
侭
の
赤
飯
の
様
じ
や
」
）
、
⑦
短
冊

（
「
短
冊
面
白
う
お
り
や
る
」
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

鷺
仁
右
衛
門
派
の
寛
政
有
江
本
は
、
①
遠
山
、
②
州
浜
、
③
泉
水
、
④
梅
（
「
あ
の
連マ

カ
ツ巻
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た
所
よ
り
手
前
か
ら
打
伐
て
ち
や
う
す
の
引
木
に
し
た
ら
ハ
よ
か
ら
う
」
）
、
⑤
滝
、
⑥
石

（
「
あ
の
こ
ぶ
を
打
か
い
て
も
ら
へ
（
中
略
）
「
燧ヒ

ウ
チ石

に
せ
う
」
）
、
⑦
萩
（
宮
城
野
）

（
「
扨
々
宮
城
野
ハ
見
事
哉　

白
花
の
上
に
ハ
赤
花
か
咲
赤
花
の
上
へ
ハ
白
花
か
さ
き
咲
乱

た
所
ハ
其
侭
せ
き
は
ん
を
つ
く
ね
た
や
う
な
ハ
」
）
、
⑧
短
冊
の
順
に
見
る
。
安
永
森
本
は
、

①
遠
山
、
②
反
り
橋
、
③
梅
の
古
木
（
「
あ
の
ゆ
が
う
た
所
を
ば
、
引
切
つ
て
茶
臼
の
挽
き

木
に
し
た
ら
ば
よ
か
ら
う
」
）
、
④
州
浜
、
⑤
滝
壺
、
⑥
石
（
「
あ
の
出
た
処
を
打
ち
か
い

て
火
打
の
石
に
し
た
ら
ば
よ
か
ら
う
」
）
、
⑦
萩
（
宮
城
野
）（
「
宮
城
野
は
咲
い
た
り
〳

〵
、
赤
い
花
の
上
へ
は
白
い
花
が
咲
き
白
い
上
へ
は
赤
い
が
く
わ
つ
〳
〵
と
咲
き
乱
れ
た
所

は
、
さ
な
が
ら
赤
飯
を
打
ま
い
た
や
う
な
」
）
、
⑧
短
冊
の
順
で
あ
る
。
安
政
賢
通
本
は
、

①
泉
水
、
②
遠
山
、
③
反
り
橋
、
④
梅
の
古
木
（
「
あ
の
ゆ
が
う
だ
と
こ
ろ
を
挽
き
切
つ
て

茶
臼
の
挽
木
に
は
何
と
あ
ら
う
」
）
、
⑤
州
浜
、
⑥
滝
、
⑦
石
（
「
あ
の
出
た
所
を
打
ち
か

い
て
、
火
打
石
に
は
何
と
あ
ら
う
」
）
、
⑧
萩
（
宮
城
野
）（
「
宮
城
野
は
咲
い
た
り
〳
〵
。

赤
い
花
の
上
に
は
白
い
が
咲
き
、
白
い
花
の
上
に
は
赤
い
が
、
く
わ
つ
く
わ
と
咲
き
乱
れ
た

体
は
、
さ
な
が
ら
赤
飯
を
ま
い
た
や
う
な
」
）
、
⑨
短
冊
と
い
う
順
で
見
る
。

　

大
蔵
流
で
は
、
虎
明
本
は
、
①
木
（
「
や
い
あ
の
ま
が
り
た
る
所
を
、
な
、
ひ
つ
き
り

て
、
ち
や
う
す
の
ひ
き
木
に
し
た
ひ
な
「
し
も
く
づ
え
に
し
た
ひ
と
も
い
ふ
」
）
、
②
砂
（
「
あ
の
す

な
は
さ
て
見
事
じ
や
が
、
あ
れ
は
り
ん
ご
ず
な
か
」
、
太
郎
冠
者
に
「
備
後
砂
」
と
訂
正
さ

れ
る
）
、
③
萩
（
「
あ
の
は
ぎ
は
さ
て
、
や
れ
〳
〵
見
事
や
、
も
は
や
か
た
は
し
は
ち
り
が

た
に
な
つ
て
、
下
に
お
ち
て
有
が
な
を
見
事
で
、
せ
き
は
ん
な
ど
ち
ら
ひ
た
や
う
な
が
、
一

口
く
ふ
て
み
た
ひ
き
び
か
有
よ
」
）
、
④
短
冊
と
な
っ
て
い
る
。
虎
寛
本
は
、
①
梅
の
古
木

（
「
あ
そ
こ
か
ら
引
切
て
、
茶
う
す
の
挽
木
」
）
、
②
立
石
（
「
あ
そ
こ
か
ら
打
ち
か
い
て

火
打
石
」
）
、
③
萩
（
「
（
シ
テ
）
萩
見
事
に
お
り
や
る
。
（
亭
主
）
も
は
や
落
花
致
し
ま
し
た
。

（
シ
テ
）
何
じ
や
、
落
馬
し
た
。
（
太
郎
冠
者
）
イ
ヤ
、
落
花
で
御
ざ
る
。
（
シ
テ
）
落
花
見
事
に
お

り
や
る
」
）
と
な
っ
て
い
る
。
山
本
東
本
、
茂
山
真
一
本
も
ほ
ぼ
同
じ
。

　

大
蔵
八
右
衛
門
派
の
伊
藤
源
之
丞
本
は
、
①
梅
（
「
引
切
て
茶
う
す
の
引
木
」
）
、
②
立

石
（
「
う
ち
か
い
て
火
打
の
石
」
）
、
③
萩
（
「
あ
の
下
に
あ
か
い
物
が
ま
き
散
ら
し
て
有

が
、
あ
れ
は
何
じ
や
。
」
「
あ
れ
は
萩
の
落
花
致
た
の
で
御
座
る
。
」
「
な
ん
じ
や
、
落
馬

し
た
。
」
（
中
略
）
「
亭
主
、
落
花
見
事
に
お
り
や
る
」
）
、
④
短
冊
（
「
た
ん
尺
、
亭
主

見
事
で
お
り
や
る
」
）
の
順
で
あ
る
。
虎
光
本
は
、
①
梅
の
古
木
（
「
あ
そ
こ
か
ら
引
切
て

茶
臼
の
曳
木
」
）
、
②
立
石
（
「
あ
そ
こ
か
ら
打
か
い
て
台
所
の
火
打
石
」
）
、
③
萩
（
シ

テ
「
の
ふ
〳
〵
萩
見
事
ニ
お
り
や
ル　
ア
ト
「
最
早
落
花
致
て
御
座
ル　
シ
テ
「
落
馬
し
た　

太
良
「
シ
落
花
て
御
座
ル　
シ
テ
「
（
な
ふ
〳
〵
）
落
花
見
事
ニ
お
り
や
ル
」
）
の
順
で
、
虎

寛
本
に
ほ
ぼ
同
じ
。

　

和
泉
流
で
は
、
天
理
本
は
、
①
砂
（
備
後
砂
）
（
「
そ
の
ま
ゝ
道
明
寺
ぼ
し
い
を
、
ま
き

た
て
た
や
う
な
」
）
、
②
山
石
（
「
あ
れ
を
う
ち
か
い
て
も
ら
う
て
、
火
打
石
に
せ
い
」
）
、

③
梅
（
「
太
郎
く
わ
じ
や
、
あ
れ
を
き
つ
て
も
ら
へ
、
茶
う
す
の
ひ
き
木
に
せ
う
」
）
、
④

萩
（
「
さ
う
か
し
て
、
一
入
見
事
な
、
此
萩
の
ち
つ
た
を
み
れ
ば
、
そ
の
ま
ゝ
、
せ
き
は

ん
の
む
し
た
て
た
や
う
な
」
）
と
な
っ
て
い
る
。
和
泉
家
古
本
・
狂
言
集
成
本
も
ほ
ぼ
同
じ
。

古
典
文
庫
本
は
、
①
山
石
（
「
あ
れ
を
あ
の
ま
ゝ
お
か
う
よ
り
打
砕
い
て
火
燧ウ

チ

石
に
し
た
ら

ば
よ
か
ら
う
」
）
、
②
備
後
砂
（
道
明
寺
糒
の
こ
と
な
し
）
、
③
梅
（
「
あ
れ
を
伐
て
も
ら

ふ
て
茶
臼
の
挽
木
に
せ
う
」
）
、
④
萩
（
「
あ
の
し
ら
砂
の
上
へ
赤
い
花
の
ぱ
つ
と
ち
つ
た

処
は
ま
つ
た
ゞ
赤
飯
を
む
し
た
て
た
様
な
」
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

狂
言
記
は
、
①
松
（
「
の
こ
ぎ
り
、
を
く
せ
い
、
引
切
て
、
心
に
立
て
う
に
」
）
を
見
る

の
み
。
祝
本
は
、
①
松
（
「
あ
の
こ
ち
の
方
へ
か
ご
う
だ
枝
を
づ
ん
と
切
て
茶
う
す
の
引
木

に
し
た
い
な
」
）
、
②
萩
（
「
此
は
ぎ
の
花
ハ
見
事
な
花
な
。
や
い
、
あ
の
落
花
し
た
る
ハ

そ
の
ま
ゝ
せ
き
は
ん
を
こ
ぼ
い
た
や
う
な
ゝ
」
）
、
③
海
石
（
「
あ
の
こ
ち
の
方
な
ひ
よ
ツ

と
と
が
た
所
を
う
ち
か
い
て
火
打
石
に
し
た
い
な
」
）
と
い
う
順
で
見
る
。

　

常
磐
松
文
庫
本
は
、
⑤
⑥
⑦
の
順
序
は
異
な
る
も
の
の
、
春
日
本
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
④

「
立
石
」
は
春
日
本
に
も
あ
る
が
、
春
日
本
で
は
、
金
槌
で
打
ち
欠
き
、
火
打
ち
石
に
し
よ

う
と
言
う
こ
と
は
な
い
。

　

鷺
仁
右
衛
門
派
諸
本
は
、
遠
山
・
州
浜
・
泉
水
・
反
り
橋
な
ど
か
ら
始
ま
り
、
他
流
に
比

べ
て
庭
の
景
物
を
詳
細
に
見
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
萩
を
赤
飯
に
例
え
る
こ
と
は
春

日
本
に
も
見
え
る
が
、
「
立
石
」
で
は
な
く
、
た
だ
「
石
」
と
す
る
こ
と
と
、
短
冊
を
ほ
め

る
と
こ
ろ
が
な
い
こ
と
は
、
伝
右
衛
門
派
と
異
な
る
点
で
あ
る
。

　

大
蔵
流
虎
明
本
の
萩
を
赤
飯
に
例
え
る
こ
と
は
、
八
右
衛
門
派
の
伊
藤
源
之
丞
本
に
も
あ

り
（
虎
光
本
は
な
し
）
、
さ
ら
に
鷺
流
両
派
、
和
泉
流
・
天
理
本
、
流
儀
不
明
の
祝
本
に
も

見
え
る
の
で
、
江
戸
初
期
古
台
本
に
共
通
す
る
要
素
と
い
え
る
。
春
日
本
に
も
そ
れ
が
あ
る

の
で
あ
る
。
な
お
、
伊
藤
源
之
丞
本
の
短
冊
を
ほ
め
る
こ
と
は
鷺
伝
右
衛
門
派
に
同
じ
。

【
大
名
の
耳
を
引
く
】

　

春
日
本
で
は
、
和
歌
の
第
五
句
（
「
萩
の
花
か
な
」
）
が
思
い
出
せ
な
い
大
名
を
亭
主
が

責
め
立
て
る
場
面
で
、
亭
主
が
大
名
の
耳
を
つ
か
ん
で
引
く
所
作
が
あ
る
（
現
行
山
口
鷺
流

で
も
行
う
）
。
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（
亭
主
）
己
レ
十
重
咲
キ
出
る
の
跡
を
言
わ
ぬ

（
マ
マ
（お

い
て
ハ
あ
と
江
も
先
キ
江
も
や
る
事
で
ハ

な
い
ぞ　
ト
言
ウ
て
み
ゝ
を
ツ
カ
ミ
引
キ
マ
ワ
ス

こ
の
所
作
に
つ
い
て
は
、
別
途
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る（

（（
（

の
で
、
詳
細
は
省
く
が
、
鷺
伝
右
衛

門
派
の
享
保
保
教
本
に
「
シ
テ
ノ
左
ノ
手
ヲ
取
左
ノ
耳
ヲ
引
」
と
見
え
る
他
、
鷺
仁
右
衛
門

派
の
賢
茂
五
番
綴
本
に
も
「
シ
テ
ノ
耳
ヲ
取
一
ベ
ン
引
廻
ス
」
と
あ
り
、
鷺
流
両
派
と
も
に

江
戸
期
を
通
じ
て
伝
え
ら
れ
た
、
や
や
荒
け
な
い
所
作
で
あ
っ
た
。
大
蔵
・
和
泉
両
流
の
台

本
に
は
、
こ
の
場
面
で
こ
う
し
た
所
作
は
見
え
ず
、
現
在
も
行
わ
れ
な
い（

（（
（

。

　

な
お
、
先
の
保
教
本
の
注
記
の
続
き
に
、
「
ケ
様
ノ
耳
引
事
大
倉
ハ
大
方
左
右
ヘ
二
返
也

鷺
ニ
ハ
一
返
也
」
と
あ
っ
て
、
古
く
は
大
蔵
流
で
も
こ
の
所
作
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示

唆
す
る
が
、
大
蔵
流
の
最
古
本
で
あ
る
虎
明
本
に
は
、
耳
を
引
く
こ
と
は
明
記
さ
れ
な
い
。

し
か
し
、
同
本
「
薩
摩
守
」
に
は
、
秀
句
が
言
え
な
い
僧
を
船
頭
が
責
め
立
て
る
場
面
に
、

「
み
ゝ
を
取
て
、
二
反
引
ま
は
し
、
い
へ
と
云
を
」
と
い
う
注
記
が
見
え
、
「
萩
大
名
」
以

外
の
曲
で
も
、
同
様
の
場
面
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
虎
明
本
・
天
理
本

よ
り
古
態
を
伝
え
る
と
さ
れ
る
流
儀
不
明
の
祝
本
に
も
、
「
み
ゝ
を
取
引
ま
わ
さ
れ
て
」
と

あ
る
の
で
、
こ
の
所
作
は
、
鷺
流
の
み
に
残
存
し
た
江
戸
初
期
的
古
態
の
一
つ
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。

【
太
郎
冠
者
は
最
後
ま
で
控
え
て
い
る
】

　

春
日
本
で
は
、
亭
主
が
大
名
を
責
め
立
て
る
時
、
太
郎
冠
者
は
大
名
に
距
離
を
置
き
つ
つ

も
、
橋
掛
り
の
一
の
松
に
控
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
名
に
自
分
の
「
脛
」
を
指
し
示
し
て
、

「
萩
（
脛
）
」
を
思
い
出
さ
せ
よ
う
と
合
図
を
送
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
名
は
全
く
気

付
か
な
い
。

太
「
一
ノ
松
江
行
キ　

扨
々
に
が
〳
〵
敷
い
事
し
や　
ト
言
う
て
両
方
の
足
を
出
シ
テ
居
る
（
中
略
）

太
「
ヱ
ヘ
ン
〳
　〵
ト
ヒ
ザ
ヲ
タ
ヽ
イ
テ
見
せ
る　

大
明
サ
ラ
ニ
キ
カ
ツ
カ
ヌ
形
チ

亭
主
が
大
名
の
耳
を
つ
か
ん
で
引
き
回
す
と
、
大
名
は
、
よ
う
や
く
太
郎
冠
者
に
気
が
付
き
、

そ
の
膝
を
指
さ
し
て
、
「
太
郎
冠
者
か
向
う
ず
ね
は
キ
」
と
言
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

大
「
ア
イ
タ
〳
　〵
ト
言
う
て
太
郎
冠
者
を
タ
ツ
ヌ
ル
テ
イ　
太
「
ヱ
ヘ
ン
〳
〵
ト
言
う
て
ヒ
サ
ヲ
タ
ヽ
キ

見
せ
る　

よ
ウ
〳
〵
に
気
か
付　

（
中
略
）
「
太
郎
冠
者
か
向
う
ず
ね
は
キ　
ト
太
郎
冠
者
か
一
ノ
松

に
居　

ヒ
ザ
江
ゆ
ヒ
サ
ス

鷺
伝
右
衛
門
派
で
は
、
享
保
保
教
本
は
、
大
名
が
「
十
重
咲
出
ル
」
を
言
っ
た
後
の
注
記
に
、

「
大
倉
ニ
ハ
ス
グ
ニ
膝
ヲ
見
セ
太
鼓
座
ヘ
入
テ
居
ル　

鷺
方
ハ
扇
ヲ
サ
シ
膝
ハ
弥
先
ヘ
出
シ

見
ル
様
ニ
シ
テ
居
ル　

過
ル
迄
居
ル
也
」
と
あ
り
、
亭
主
が
「
ド
ウ
ア
ツ
テ
モ
今
ノ
先
ヲ
聞

子
バ
ナ
リ
マ
セ
ヌ
ソ
」
と
大
名
を
「
目
付
柱
ノ
方
ヘ
ツ
キ
タ
ヲ
ス
」
と
、
大
名
は
「
ツ
キ
タ

ヲ
サ
レ
立
テ
右
ヘ
返
リ
様
ニ
ア
ド
（
引
用
者
注
・
太
郎
冠
者
）
ノ
ヒ
ザ
見
付
テ
云
」
と
あ
っ

て
、
「
十
重
咲
出
ル
引
太
郎
冠
者
カ
向
臑
」
と
言
う
時
、
「
ア
ト
ヲ
扇
ニ
テ
サ
ス
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
太
郎
冠
者
が
膝
を
叩
い
て
気
付
か
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
は
記
さ
れ
な
い
が
、

基
本
的
に
春
日
本
と
同
じ
演
出
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
常
磐
松
文
庫
本
は
、
太
郎
冠
者

が
「
十
重
咲
出
る
萩
の
花
か
な
」
と
教
え
た
と
こ
ろ
で
、
「
太
郎
あ
き
れ
て
跡
へ
下
り
居

る
」
。
大
名
が
亭
主
に
「
十
重
咲
出
る
の
先
を
云
ぬ
内
ハ
跡
へ
も
先
へ
も
や
る
事
で
ハ
無
」

と
責
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、
「
太
郎
ハ
す
ね
を
出
見
せ
る　

シ
テ
見
て
」
と
あ
り
、
「
太
郎

の
す
ね
を
見
て
」
、
「
太
郎
冠
者
が
む
か
ふ
ず
ね
」
と
言
う
。

　

鷺
仁
右
衛
門
派
の
寛
政
有
江
本
は
、
「
太
郎
冠
者
ハ
シ
テ
柱
ノ
本
ニ
脛
を
サ
ス
リ
テ
居
ル

　

殿
ソ
レ
ヲ
見
て
顔
を
フ
リ
テ
ナ
フ
〳
〵
思
ひ
出
シ
タ
ト
云
」
、
安
永
森
本
は
「
両
人
「
十

重
咲
き
出
づ
る
‥
‥
〔
引
き
扇
に
て
太
郎
が
す
ね
へ
打
込
み
〕
シ
テ
「
太
郎
冠
者
が
向
こ
う

ず
ね
か
な
」
と
言
う
。
安
政
賢
通
本
は
、
太
郎
冠
者
が
居
残
る
こ
と
に
つ
い
て
明
記
し
な
い

が
、
賢
茂
五
番
綴
本
に
よ
る
と
、
「
十
重
咲
出
ル
」
ま
で
大
名
が
詠
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
「
太

郎
直
ニ
左
リ
ノ
ヒ
ザ
ヲ
立
シ
テ
ニ
見
ス
ル　

シ
テ
見
テ
考
ヘ
」
と
あ
り
、
太
郎
冠
者
が
退
場

し
な
い
こ
と
は
、
大
名
が
亭
主
に
突
き
倒
さ
れ
、
「
シ
テ
太
郎
ノ
前
ニ
コ
ロ
ブ
」
と
い
う
注

記
か
ら
も
わ
か
る
。
そ
し
て
「
太
郎
冠
者
が
向
臑
哉
」
と
言
い
つ
つ
、
「
太
郎
ノ
ス
子
ヲ
扇

ニ
テ
結

（
マ
マ
（サ

ス
」
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
他
流
で
は
、
こ
の
時
、
太
郎
冠
者
は
狂
言
座
や
太
鼓
座
に
坐
す
な
ど
し
て
、

そ
の
場
か
ら
立
ち
去
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

大
蔵
流
は
、
虎
明
本
「
（
大
名
）
「
十
重
さ
き
出
る　
「
下
人
す
ね
を
み
せ
て
ひ
つ
こ
む
」
、
虎
寛

本
「
（
太
郎
冠
者
）
十
重
咲
出
づ
る
。
太
郎
く
わ
じ
や
少
し
腹
を
立
、
す
ぐ
に
す
ね
と
鼻
の
さ
き
を
を
し
へ
て
引
込
な

り
。
」
、
山
本
東
本
「
太
郎
冠
者
「
十
重
咲
き
出
ず
る
」
。
扇
で
自
分
の
す
ね
と
鼻
の
先
を
さ
し
て
、
大
名
と

顔
を
見
合
わ
せ
、
た
が
い
に
無
言
で
う
な
ず
き
、
狂
言
座
へ
行
き
す
わ
る
。
」
、
茂
山
真
一
本
「
（
大
名
に
「
十

重
咲
き
出
づ
る
」
を
教
え
た
後
）
あ
の
や
う
な
人
に
は
、
ち
と
恥
を
与
へ
た
が
よ
う
ご
ざ
る
。

（
狂
言
座
に
坐
す
。
狂
言
終
わ
り
て
後
大
名
に
つ
い
て
入
る
）
」
な
ど
と
あ
る
通
り
で
あ
る
。

　

大
蔵
八
右
衛
門
派
で
は
、
伊
藤
源
之
丞
本
は
、
太
郎
冠
者
は
「
と
ゑ
さ
き
い
づ
る
萩
の
花

か
な
で
御
座
る
」
と
教
え
た
後
、
「
あ
の
様
に
ぐ
ど
ん
な
人
に
ハ
、
は
ぢ
を
か
ゝ
せ
た
が
能

御
座
る
」
と
い
う
せ
り
ふ
が
あ
る
。
こ
の
後
太
郎
冠
者
は
大
名
と
関
わ
ら
な
い
の
で
（
そ
う

し
た
せ
り
ふ
や
演
出
注
記
な
し
）
、
他
の
大
蔵
流
台
本
と
同
じ
く
、
こ
こ
で
引
っ
込
む
の

で
あ
ろ
う
。
虎
光
本
は
、
太
郎
冠
者
が
退
場
す
る
こ
と
を
示
す
せ
り
ふ
や
注
記
は
な
い
が
、
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「
十
重
咲
き
い
づ
る
」
ま
で
何
と
か
詠
ん
だ
大
名
が
、
そ
の
後
を
亭
主
に
促
さ
れ
て
、
「
唯

今
申
う
。
是
は
い
か
な
事
。
ど
れ
へ
い
た
事
ぢ
や
し
ら
ぬ
」
と
太
郎
冠
者
を
探
す
の
で
、
や

は
り
他
の
大
蔵
流
台
本
と
同
じ
く
、
太
郎
冠
者
は
「
十
重
咲
き
い
づ
る
」
ま
で
教
え
た
後
、

い
な
く
な
る
と
い
う
設
定
で
あ
ろ
う
。

　

和
泉
流
で
は
、
天
理
本
「
シ
テ
「
十
重
さ
き
い
づ
る
」
と
云
、
其
時
太
郎
く
わ
じ
や
は
入

る
」
、
和
泉
家
古
本
「
シ
テ
「
十
重
さ
き
出
る
ト
云　

「
其
時
太
郎
ク
ワ
シ
ヤ
ハ
入
ル
」
、

古
典
文
庫
本
「
太
「
止
　々
ト
云
テ
袖
ヲ
引
ソ
ト
向
向　

十
重
咲
出
る
で
ご
ざ
る
わ
い
の　
ト
云
テ
一

ノ
松
ヘ
行
ナ
ガ
ラ
扇
ヲ
タ
ヽ
ミ
サ
シ　

あ
の
様
な
人
に
は
か
ま
は
ず
と
い
な
う　
ト
云
テ
太
鼓
坐
ノ
次
ヘ
入
正
面

向
坐
着
居
ル
」
と
あ
る
。
狂
言
集
成
本
は
、
「
ア
ド
「
し
い
。
十
重
咲
き
出
づ
る
で
御
座
る
わ
い

な
う
。
あ
の
様
な
人
に
は
恥
与
へ
た
が
よ
う
御
座
る
」
と
あ
り
、
演
出
注
記
は
な
い
が
、
現

行
和
泉
流
の
演
出
に
照
ら
し
て
も
、
こ
こ
で
退
場
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
太
郎
冠
者

は
、
大
名
が
「
十
重
咲
き
出
づ
る
」
ま
で
言
っ
た
（
あ
る
い
は
、
太
郎
冠
者
が
教
え
た
）
後
、

退
場
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

狂
言
記
は
、
大
名
が
ま
ず
「
七
重
八
重
九
重
と
こ
そ
思
ひ
し
に
と
へ
咲
き
い
づ
る
萩
の
花

か
な
」
と
詠
む
と
、
亭
主
が
誉
め
る
。
そ
こ
で
、
大
名
は
「
や
い
冠
者
、
亭
主
が
で
け
た
て

て
い
か
う
喜
ぶ
は
、
な
ん
ぢ
は
い
づ
か
た
へ
ぞ
行
け
、
暇
を
出
す
ほ
ど
に
、
ゆ
る
り
と
行

て
、
く
つ
ろ
い
で
来
い
」
と
言
い
、
自
ら
の
命
で
太
郎
冠
者
を
退
出
さ
せ
る
。
そ
の
後
亭
主

は
、
あ
ら
た
め
て
和
歌
を
短
冊
に
書
く
た
め
に
、
も
う
一
度
大
名
に
吟
じ
さ
せ
る
が
、
こ
こ

で
大
名
が
第
五
句
（
「
萩
の
花
か
な
」
）
に
詰
ま
っ
て
し
ま
う
と
い
う
展
開
で
、
諸
流
と
は

か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
太
郎
冠
者
が
最
後
ま
で
大
名
を
フ
ォ
ロ
ー
し
な
い
点

は
、
大
蔵
・
和
泉
両
流
と
同
じ
で
あ
る
。

　

祝
本
に
は
、
「
大
名
「
十
ゑ
さ
き
い
づ
る
」
と
二
度
め
に
い
ふ
。
爰
デ
大

（
マ
マ
（郎

い
ぬ
る
」
と

あ
る
の
で
、
大
蔵
流
・
和
泉
流
と
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
太
郎
冠
者
は
退
場
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
場
面
で
太
郎
冠
者
が
最
後
ま
で
残
っ
て
大
名
に
合
図
す
る
の
は
、

鷺
流
両
派
に
共
通
す
る
特
色
で
あ
る
。
春
日
本
は
明
ら
か
に
そ
の
演
出
を
受
け
継
い
で
い
る
。

　

総
じ
て
、
春
日
本
「
宮
城
野
」
は
、
鷺
流
両
派
共
通
の
特
色
を
備
え
て
い
る
が
、
と
り
わ

け
、
鈍
に
生
ま
れ
つ
い
た
と
い
う
せ
り
ふ
や
、
庭
の
景
物
・
観
賞
物
を
ほ
め
る
と
こ
ろ
は
、

鷺
伝
右
衛
門
派
の
常
磐
松
文
庫
本
に
近
く
、
明
ら
か
に
鷺
伝
右
衛
門
派
の
系
統
に
属
す
る
も

の
と
見
て
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
高
谷
知
佳
氏
『
「
怪
異
」
の
政
治
社
会
学　
室
町
人
の
思
考
を
さ
ぐ
る
』（
講
談
社
選
書

メ
チ
エ
、
平
（（
）
第
二
章
に
、
「
萩
大
名
」
の
太
郎
冠
者
は
、
庭
の
持
ち
主
と
の
友
誼
な
ど

独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
ち
、
最
後
に
主
人
を
「
思
い
き
り
よ
く
見
捨
て
る
」（
そ
し
て

ま
た
雇
用
の
口
を
探
す
こ
と
が
で
き
る
）
こ
と
か
ら
、
「
お
そ
ら
く
主
人
の
所
領
か
ら
連
れ

て
こ
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
京
都
で
雇
わ
れ
た
人
物
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
こ

の
見
解
は
、
虎
明
本
の
末
尾
に
あ
る
「
又
ざ
い
き
や
う
の
間
こ
ゝ
も
と
に
て
下
人
を
お
ゐ
て

ご
ざ
る
が
、
一
だ
ん
さ
い
か
く
な
も
の
じ
や
ほ
ど
に
、
こ
れ
を
よ
び
い
だ
し
だ
ん
か
う
い
た

さ
う
と
云
て
よ
び
い
た
し
た
る
も
よ
く
候
」
と
い
う
注
記
に
、
は
か
ら
ず
も
合
致
す
る
が
、

少
な
く
と
も
鷺
流
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。

　

例
え
ば
、
春
日
本
で
は
、
「
萩
の
花
か
な
」
を
教
え
る
時
に
、
「
イ
ヤ
申
ア
ノ
御
先
代
さ

ま
の
私
の
む
か
ふ
ず
ね
見
さ
せ
ら
れ
て
ハ
お
の
れ
め
は
ぎ
の
長
い
や
つ
の
〳
〵
と
仰
せ
ら
れ

よ（
マ
マ
（つ

た
事
を
此
方
ニ
は
覚
え
て
ハ
御
座
り
ま
せ
ぬ
」
と
い
う
せ
り
ふ
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る

と
、
太
郎
冠
者
は
先
代
の
主
人
か
ら
仕
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
享
保
保
教
本
も
、
こ
の
箇

所
に
「
某
ハ
古コ

殿
様
ノ
御
代
ヨ
リ
召
仕
レ
マ
シ
テ
御
座
ル
」
と
あ
り
、
常
磐
松
文
庫
本
も
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
鷺
仁
右
衛
門
派
で
も
、
「
古
殿
様
の
御
代
に
某
を
し
か
ら
し

（
マ
マ
（ら

れ
ま
す
る
時
に
ハ

否イ
ヤ

あ
そ
こ
な
脛ス

子
ハ
キ

臁
骹
の
の
ひ
た
奴
か
な
と
御
意
被
成
て
御
座
る
ほ
と
に
」
（
寛
政
有
江
本
）
、

「
私
は
故
殿
様
よ
り
召
し
使
は
れ
て
ご
ざ
る
が
、
何
事
も
お
気
に
参
ら
ぬ
時
は
あ
の
臑
脛

の
延
び
た
奴
か
な
と
御
意
な
さ
れ
て
ご
ざ
る
ほ
ど
に
」
（
安
政
賢
通
本
）
と
あ
っ
て
、
や
は

り
太
郎
冠
者
は
譜
代
の
召
使
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
鷺
流
両
派
共
通
の
設
定

は
、
先
述
し
た
「
太
郎
冠
者
が
最
後
ま
で
主
人
を
見
捨
て
ず
、
合
図
を
送
り
続
け
る
」
と
い

う
、
他
流
に
は
な
い
鷺
流
独
自
の
演
出
と
関
連
す
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

注（
１
）
山
口
県
立
大
学
郷
土
文
学
資
料
セ
ン
タ
ー
蔵
。
書
誌
に
つ
い
て
は
、
鷺
流
狂
言
記
録

作
成
委
員
会
編
『
山
口
鷺
流
狂
言
資
料
集
成
』
（
書
誌
・
本
狂
言
編
一
）（
山
口
市
教

育
委
員
会
、
平
1（
）
を
参
照
。

（
２
）
拙
稿
「
山
口
鷺
流
台
本
の
系
統
（
二
）
―
春
日
庄
作
自
筆
本
を
め
ぐ
っ
て
―
」

（
『
山
口
県
立
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
（0
、
平
（（
・
３
）
。

（
３
）
拙
稿
「
山
口
鷺
流
の
位
置
（
上
）
―
江
山
本
所
収
曲
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
『
山
口
県

立
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
1（
、
平
（（
・
３
）
。

（
４
）
注
（
１
）
に
同
じ
。

（
５
）
こ
の
拍
子
に
掛
か
る
問
答
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
三
番
叟
の
問
答
と
の
類
似
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を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
拙
稿
「
狂
言
「
今
参
」
考
」（
『
山
口
県
立
大
学
国
際
文

化
学
部
紀
要
』
５
、
平
11
・
３
）
参
照
。

（
６
）
鷺
流
で
は
、
太
郎
冠
者
が
帰
り
道
で
、
も
ら
っ
た
素
袍
を
広
げ
て
着
て
み
る
（
そ
の

後
は
脱
い
で
畳
ん
で
し
ま
う
）
と
い
う
、
他
流
に
は
な
い
演
出
が
あ
っ
た
。
春
日
本
で

は
そ
の
場
面
も
省
略
さ
れ
て
い
る
。
拙
稿
「
狂
言
「
素
袍
落
」
考
」（
『
山
口
県
立
大

学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
10
、
平
1（
・
３
）
参
照
。

（
７
）
石
川
弥
一
氏
「
鷺
流
狂
言
に
関
す
る
二
・
三
の
考
説
」（
『
山
口
女
子
短
期
大
学
研

究
報
告
』
２
、
昭
（（
・
11
）
。

（
８
）
石
川
弥
一
氏
「
氷
上
山
神
事
能
に
つ
い
て
」（
『
山
口
女
子
短
期
大
学
研
究
報
告
』

８
、
昭
（（
・
３
）
。

（
９
）
拙
稿
「
〔
翻
刻
〕
狂
言
名
寄
・
内
外
間
名
寄
（
山
口
県
立
大
学
蔵
）
」（
『
山
口
県

立
大
学
大
学
院
論
集
』
４
、
平
1（
・
３
）
参
照
。

（
10
）
石
川
弥
一
氏
「
鷺
流
狂
言
に
関
す
る
二
・
三
の
考
説
」（
『
山
口
女
子
短
期
大
学
研

究
報
告
』
２
、
昭
（（
・
11
）
。

（
11
）
拙
稿
「
鷺
流
に
お
け
る
「
古
態
」
の
残
存
―
江
戸
初
期
古
演
出
と
の
関
連
を
中
心
に

―
」（
『
中
世
文
学
と
隣
接
諸
学
７　

中
世
の
芸
能
と
文
芸
』
竹
林
舎
、
平
（（
所
収
）
。

（
1（
）
亭
主
が
大
名
の
手
を
取
っ
て
引
き
回
す
と
こ
ろ
で
は
行
わ
れ
な
い
が
、
大
蔵
流
山
本

家
で
は
、
そ
れ
よ
り
前
の
「
そ
れ
で
は
字
が
短
う
ご
ざ
る
」
と
い
う
時
に
、
亭
主
が

大
名
の
耳
を
つ
か
ん
で
引
き
戻
す
所
作
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、（
四
世
）
山
本
東

次
郎
氏
は
、「
あ
れ
は
耳
を
引
く
と
い
う
よ
り
も
、
耳
に
向
か
っ
て
、
つ
ま
り
わ
か
ら

せ
よ
う
と
し
て
言
う
と
い
う
の
が
、
教
え
で
す
。
耳
を
つ
か
む
と
口
が
近
く
に
き
ま
す
。

そ
し
て
「
そ
れ
で
は
字
が
短
う
ご
ざ
る
」
と
言
い
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
武
蔵

野
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
報
告
書　

能
・
狂
言
映
像
史
研
究
序
説　

啓
蒙
・
教

育
映
画
《N

oh D
ram

a

》
《
狂
言
》
を
中
心
に
』（
武
蔵
野
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
、

平
（（
）
所
収
「
［
記
録
］
映
画
《
狂
言
》
研
究
会
」
の
中
で
の
発
言
）
。

〔
付
記
〕

　

本
稿
は
、
平
成
二
十
八
年
～
三
十
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研

究
（
Ｃ
）
）
に
よ
る
研
究
「
山
口
市
に
伝
承
さ
れ
る
鷺
流
狂
言
の
総
合
的
研
究
」
（
課
題
番

号1（K
0（（（1

）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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On the Kyogen Texts Written Down by Shunnichi Syosaku
Who Gave Instruction of the Kyogen Play of the Sagi School

to the People of Yamaguchi, PartⅤ

INADA, Hideo

　Concerning the Kyogen texts written down by Shunnichi Syosaku, we considered the following points 
of the system of play script : 1）Shunnichi texts fundamentally have distinctive features of the Den-emon 
branch of  the Sagi school. （）Some parts of  these texts, however, have  in them some of  the elements 
which are different from those of the Sagi school.




